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−：國分会長は、2015年10月に前
任の岩城光英会長から会長職を引き
継がれました。
國分孝雄JTU会長：2016年の今
年は、第31回夏季オリンピック競技
大会／第15回夏季パラリンピック
競技大会（リオデジャネイロ／2016）
がブラジルで行われます。これは、日

本のトライアスロンにとって、シドニー、
アテネ、北京、ロンドンに続いて5回目
の挑戦となります。また、パラリンピッ
クへのパラトライアスロンの登場は
初めてとなります。JTUでは、ほかの
競技団体とは違って、パラトライアス
ロンも統轄していますので、さらに忙
しい1年となります。
−：着々と準備は進んでいることと
思います。
國分：リオデジャネイロでの出場権
を得るべく、今年のITU世界トライア
スロンシリーズ・アブダビ大会、ゴー
ルドコースト大会、ケープタウン大
会、横浜大会で、各選手はラストス
パートをかけています。また4月29
日（金・祝）～5月1日（日）にかけて、
ASTCアジアトライアスロン選手権
2016が広島県廿日市で開催されま
す。ここでは、アジア大陸枠の獲得
が確実です。
　さらに、 5月14日(土)、15日 (日)

に行われるITU世界トライアスロン
シリーズ横浜大会は、オリンピックへ
の国別出場枠獲得の最終戦となって
おり、日本ナショナルチームの活躍が
期待できます。
　パラトライアスロンでは、リオデ
ジャネイロパラリンピック日本代表
選考会として3月20日（日）にITU世
界パラトライアスロンイベント・バッ
ファローシティー大会が行われ、日
本選手が参加しました。こちらも、最
終コーナーを回りつつあるといったと
ころです。
−：昨年、NTTジャパンランキング
に改訂し、トップ選手たちの実力を世
界レベルに高める動きがありました。
國分：その効果はまだ十分とはい
えませんが、4年後の第 32回夏季
オリンピック競技大会／第16回夏
季パラリンピック競技大会（東京／
2020）で結果を出すべく、努力を続
けていきたいと考えています。いず
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れにせよ、2020年は大きな節目にな
ると思って気持ちを引き締めてかか
りたいと思います。
−：また今年は、第71回国民体育
大会／2016希望郷いわて国体で、
初めてトライアスロンが正式競技とし
て採用されます。
國分：これにより、オリンピック競技
大会、アジア競技大会、国民体育大
会と、公的スポーツの場への参入が
果たせました。これらはすべて、トラ
イアスロンに関わっている方たちの
努力の賜であり、未来へ向かっての
基礎となるものと考えています。
　今後は、2023年以降の全国高等
学校総合体育大会（インターハイ）で
の競技採用に向けて力を注いでいき
たいと思っています。
−：これで、一般の選手たちへの広
がりも一層進みますね。
國分：3年前に岩城前会長が掲げた
“岩城ミッション”を引き継ぎました。
それは、「トライアスロン登録会員5

万人」「500大会」「愛好者50万人」
を目標としたものですが、計画どおり
2020年の達成を目指していきます。
その裏付けとして、最近ではエイジグ
ループポイントランキングが活況を
呈していて、一般大会の盛り上がりが
たいへん大きいものになっています。
実は私もいちトライアスリートとし
て、このムーブメントを喜ばしいもの
として受け止めています。今後はこ
の流れを受けて、トライアスロンブー
ムをさらに大きなものにしていきたい
と思っています。
−：今後のトライアスロンの発展に
ついてはいかがでしょう。
國分：今年、日本トライアスロン連合
は創立22周年を迎えますが、トライ
アスロンとJTUの地位をますます確
固たるものにしていかなければなり
ません。そのため、JTU独自のマー
ケティングシステムを展開し、ガバナ
ンスの強化、コンプライアンスの維
持、危機管理、倫理保持態勢、そして

緊急通報窓口の設置など組織体制の
強化に努めてまいります。
　人の命には限りがありますが、トラ
イアスロンは永遠に続くスポーツで
す。その意味では、私が岩城前会長
から引き継いだように、今後もスムー
ズに世代交代をしていかなければな
りません。それが万全に行えたとき、
いつの時代にも輝いていけるトライア
スロン競技、日本トライアスロン連合
であり続けられると考えます。
−：責任の重さを感じます。
國分：これは私だけの力では、とうて
い達成できません。これまでも、さら
に未来も応援していただけるNTT東
日本・NTT西日本をはじめ多くのス
ポンサーの方々、大会関係者、トライ
アスロン愛好者、ボランティアの皆
様、そしてトライアスロンサポーター
の皆様に感謝の念を送りつつ、さらな
るご指導、ご鞭撻をお願いしたいと考
えています。
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［1］対象大会とポイント加算	（2016年3月4日現在）

レベル	7　ITUコンチネンタルカップ・プレミアム
コンチネンタルカップ ※1位200p/1-20位に付与

特別
ポイント

レベル	8 FISU世界大学選手権 
※1位200p/1-20位に付与　

レベル	9 ITU世界ジュニア選手権 
※1位100p/1-10位に付与

レベル	10ASTCアジアU23選手権 
※1位100p/1-10位

レベル	11 ASTCアジアジュニア選手権 
※1位50p/1-10位に付与

第22回日本トライアスロン選手権（2016/お台場） 
※1位400p/1-40位に付与

レベル	1　ITU世界トライアスロンシリーズグランドファイナル 
※1位1000p/1-50位に付与　

レベル	2　ITU世界トライアスロンシリーズ 
※1位750p/1-50位に付与　

レベル	3　ITUワールドカップ 
※1位500p/1-50位に付与

レベル	4　ASTCアジア選手権 
※1位400p/1-40位に付与

レベル	5　ASTCアジアスプリント選手権 
※1位300p/1-30位に付与

レベル	6　ITU世界U23選手権 
※1位200p/1-20位に付与

　2015年に世界初の試みとして始まった「NTTジャパンランキン
グ」は、今年も昨年同様国際トライアスロン連合（ITU）が毎週発表
しているITUポイントと連動し、最新の1年間の獲得ポイントに日
本選手権の特別ポイントを加え年間ランキングを決定する。

　今年からASTCアジアトライアスロン選手権（廿日市）が新た
にランキング対象大会となり、8月にリオデジャネイロで開催され
る第31回夏季オリンピック競技大会のアジア大陸別選考会も兼
ねた重要なレースとして位置づけられている。
　また、第32回夏季オリンピック競技大会（2020/東京）での活
躍が期待されるU19の選手を対象としたジュニアランキングは、
今年で10回目を迎える。スプリントディスタンスの7レースを対
象に、獲得ポイントの高い4大会の合計ポイントで順位を決定す
る。既に3月20日（日）のアジアジュニア選手権日本代表選考会

（宮崎）から戦いはスタートしており、9月のITU世界ジュニア選
手権（2016/コスメル）までランキングを争う。
　その他、ロングディスタンスやU23などさまざまな大会が開催
される。オリンピックイヤーとなる今年、選手たちはさらなる未来
を見据え、国内外のレースに挑戦する。

トップ選手による熱き戦い

日本最高峰の
トライアスロン
シーンを

NTTジャパンランキング

2016 NTTトライアスロン
ジャパンランキング

第21回日本トライアスロン選手権東京港大会
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［2］ポイント算出基準と方法
1）2位は1位ポイントから＜0.925＞を乗じたポイント。3位は2位ポイントから
＜0.925＞を乗じたポイント。以下、順に算出。

2）カットオフタイム（トップから女子8%、男子5%でフィニッシュ）採用。
3）最新のITUポイント上位20選手に2%の係数が与えられ、最大20%の係数が
大会レベルに反映される。

4）レベル7のITUコンチネンタルカップ・プレミアムコンチネンタルカップは	最大3
大会まで加算。

5）ITUが毎週発表する「ITUポイント」の＜Current	year＞ポイント順が最新の
ジャパンランキングとなる。

4月30日（土）
ASTCアジアトライアスロン選手権廿日市大会（広島）
5月14日（土）
ITU世界トライアスロンシリーズ横浜大会（神奈川）
6月26日（日）
蒲郡NTT-ASTCトライアスロンアジアカップ（愛知）
7月10日（日）
大阪NTT-ASTCトライアスロンアジアカップ（大阪）
9月25日（日）
村上NTT-ASTCトライアスロンアジアカップ（新潟）
10月9日（日）
第22回日本トライアスロン選手権お台場大会（東京）

【国内対象大会】

＜レベル1-11で高ポイントの6大会を加算（10月3日時点）＞＋
　　＜日本選手権の特別ポイント＞＝＜NTTジャパンランキング決定＞

1995

1996

1997

1998

1999

2000

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

2012

2013

2014

2015

1995

1996

1997

1998

1999

2000

2001

2002

2003

2004

2005

2006

2007

2008

2009

2010

2011

2012

2013

2014

2015

女子
小林美智子（チームニコス）
小梅川雪絵（三田工業）
中西真知子（チームNTT）
枇杷田深雪（大阪信愛女学院短大）
小梅川雪絵（チームテイケイ）
小梅川雪絵（チームテイケイ）
関根　明子（NTT東日本・NTT西日本）
中西真知子（NTT東日本・NTT西日本）
庭田　清美（アシックス・ザバス）
関根　明子（NTT東日本・NTT西日本）
庭田　清美（アシックス・ザバス）
庭田　清美（アシックス・ザバス）
上田　　藍（シャクリー・グリーンタワー・稲毛インター）
井出　樹里（トーシンパートナーズ・チームケンズ）
井出　樹里（トーシンパートナーズ・チームケンズ）
﨑本　智子（日本食研）
井出　樹里（トーシンパートナーズ・チームケンズ）
上田　　藍（シャクリー・グリーンタワー・稲毛インター）
上田　　藍（シャクリー・グリーンタワー・稲毛インター）
佐藤　優香（トーシンパートナーズ・チームケンズ）
上田　　藍（シャクリー・グリーンタワー・稲毛インター）

男子
田村　嘉規（西京味噌）
山口　博久（埼玉県連合）
星野　健一（千葉県連合）
星野　健一（千葉県連合）
小原　　工（チームテイケイ）
斎藤　大輝（アラコ）
田山　寛豪（流通経済大学）
福井　英郎（シャクリー・稲毛ITC）
西内　洋行（チームテイケイ）
田山　寛豪（チームテイケイ）
平野　　司（関西大学）
田山　寛豪（チームテイケイ）
田山　寛豪（チームテイケイ）
田山　寛豪（流通経済大学職員・チームブレイブ）
田山　寛豪（NTT東日本・NTT西日本／流通経済大学職員）
山本　良介（トヨタ車体）
細田　雄一（グリーンタワー・稲毛インター）
田山　寛豪（NTT東日本・NTT西日本／流通経済大学職員）
田山　寛豪（NTT東日本・NTT西日本／流通経済大学職員）
田山　寛豪（NTT東日本・NTT西日本／流通経済大学職員）
古谷　純平（三井住友海上）

　ジャパンランキング最終戦の日本トライア
スロン選手権で優勝した選手には、日本選手
権チャンピオンの称号が与えられる。

歴代日本選手権チャンピオン

［3］大会出場資格の付与と強化費
1）	2016年9月26日（月）時点のITUポイント＜Current	year＞上位35名に、	
第22回日本トライアスロン選手権（2016/お台場）出場資格を付与。

2）	ジャパンランキング1～5位（予定）にJTU強化費を支給。

女子
半田　恵理（東京女子体育大学）
庭田　清美（シャクリー・NTT・稲毛）
細谷はるな（ニデック）／
平尾　明子（NTT東日本・NTT西日本）
小梅川雪絵（チームテイケイ）
関根　明子（NTT東日本・NTT西日本）
中西真知子（NTT東日本・NTT西日本）
中西真知子（NTT東日本・NTT西日本）
関根　明子（NTT東日本・NTT西日本）
上田　　藍（グリーンタワー・稲毛ITC）
中西真知子（NTT東日本・NTT西日本）
関根　明子（NTT東日本・NTT西日本）
佐藤　優香（日本橋女学館高校）
井出　樹里（トーシンパートナーズ・チームケンズ）
﨑本　智子（日本食研）
上田　　藍（シャクリー・グリーンタワー・稲毛インター）
高橋　侑子（法政大学）
上田　　藍（シャクリー・グリーンタワー・稲毛インター）
上田　　藍（シャクリー・グリーンタワー・稲毛インター）
上田　　藍（シャクリー・グリーンタワー・稲毛インター）

1997
1998
1999

2000
2001
2002
2003
2004
2005
2006
2007
2008
2009
2010
2011
2012
2013
2014
2015

男子
小原　　工（チームテイケイ）
小原　　工（チームテイケイ）
小原　　工（チームテイケイ）

西内　洋行（チームテイケイ）
山本　淳一（シャクリー・稲毛ITC）
西内　洋行（チームテイケイ）
西内　洋行（チームテイケイ）
平野　　司（関西大学）
細田　雄一（グリーンタワー・稲毛ITC）
杉本　宏樹（チームテイケイ）
山本　良介（トヨタ車体）
山本　良介（トヨタ車体）
田山　寛豪（NTT東日本・NTT西日本／流通経済大学職員）
山本　良介（トヨタ車体）
細田　雄一（グリーンタワー・稲毛インター）
田山　寛豪（NTT東日本・NTT西日本／流通経済大学職員）
田山　寛豪（NTT東日本・NTT西日本／流通経済大学職員）
田山　寛豪（NTT東日本・NTT西日本／流通経済大学職員）
細田　雄一（博慈会）

歴代NTTトライアスロンジャパンカップチャンピオン

※このページの所属名は当時
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　Sカテゴリー大会1位120ポイント、Aカテゴリー1位100
ポイント、Bカテゴリー1位80ポイント、Cカテゴリー1位60
ポイントを設定する。	全カテゴリー2位以下は、1位のポイント
から7.5%ずつ減点する（小数点2ケタ以下は切り捨て）。
　総合1位のタイムから男子5%、女子8%以内のタイムでフィ
ニッシュした選手が対象で、U19選手の順位順にポイントを付
与する。最大4大会のポイント合計によりJTUジュニアランキ
ングを決める。

［1］ポイント算出基準と方法

［2］年齢区分
　日本国籍を有するU19（16～19歳）の2016年度JTU登
録会員。年齢は2016年12月31日現在。

［3］対象大会
＜Sカテゴリー＞※1位120ポイント
9月17日（土）～18日（日）ITU世界ジュニア選手権（コスメル）
＜Aカテゴリー＞※1位100ポイント
4月29日（金）～30日（土）ASTCアジアジュニア選手権（広島）
7月17日（日）日本U19トライアスロン選手権（長野）
＜Bカテゴリー＞※1位80ポイント
3月21日（月）アジアジュニア選手権日本代表選考会（宮崎）
7月3日（日）日本スプリントトライアスロン選手権（仙台）
7月10日（日）大阪NTT-ASTCトライアスロンアジアカップ（大阪）
＜Cカテゴリー＞※1位60ポイント
JTU公式大会（U19）※調整中
ITUジュニア・コンチネンタルカップ※調整中

JTUジュニアランキング
2015年ジュニアランキング
女子
順位	 氏名	 所属	 JTU	 ポイント	 合計	 	 	 	 登録地	 	 大会数
1	 久保埜　南	 チームケンズ山梨	 山梨	 353	 4
2	 中島　帆波	 チームケンズ京都	 学連	 344	 4
3	 酒井　美有	 チームケンズ山梨	 愛知	 305	 5
4	 杉原　有紀	 チームケンズ山梨	 山梨	 253	 3
5	 枝光　美奈	 福岡県立大川樟風高校	 福岡	 216	 5
6	 瀬賀　楓佳	 チームケンズ山梨	 山梨	 181	 3
7	 加後　美咲	 チームケンズ京都	 学連	 153	 2
8	 有薗　早優	 日本大学	 学連	 134	 2
9	 松居　智咲	 愛知県協会	 愛知	 123	 2
10	 潮田　小波	 愛知県協会	 愛知	 89	 2
11	 飯塚　　唯	 栃木県協会	 栃木	 55	 1
12	 橋本　紗英	 京都府協会	 京都	 51	 2
13	 大澤　侑愛	 山梨県連合	 山梨	 48	 1
14	 見形知亜莉	 栃木県協会	 栃木	 40	 1
15	 前田　乙乃	 愛知県協会	 愛知	 38	 1
16	 中村　世愛	 熊本県連合	 熊本	 29	 1
男子
順位	 氏名	 所属	 JTU	 ポイント	 合計	 	 	 	 登録地	 	 大会数
1	 山本　康貴	 チームケンズ京都	 学連	 280	 3
2	 仲尾　俊祐	 保津川トライアスロン倶楽部	 京都	 254	 3
3	 肥後　　巧	 東海大学	 学連	 232	 3
4	 玉崎　稜也	 千葉県連合	 千葉	 123	 2
5	 青木　威澄	 保津川トライアスロン倶楽部	 大阪	 107	 2
6	 大久保洋哉	 チームケンズ京都	 京都	 97	 2
7	 北條　　巧	 日本体育大学	 学連	 85	 1
8	 堀井　亮汰	 宇都宮村上塾	 栃木	 73	 2
9	 堀田　智也	 京都府協会	 京都	 70	 1
10	 小原　北斗	 鳥取県協会	 鳥取	 66	 2
11	 スピヌソ騎士	 保善高校	 東京	 65	 2
12	 山﨑　向陽	 トライアスロンクラブアルファ	 愛知	 63	 2
13	 岩本　　敏	 流通経済大学	 学連	 62	 1
14	 小林　慶次	 宮城県協会	 宮城	 54	 2
15	 昼神　　諒	 JSS深井	 大阪	 53	 2
16	 安松　青葉	 茨城県協会	 茨城	 29	 1
17	 岩瀬　大周	 山梨県連合	 山梨	 24	 1
18	 水野泉之介	 チームゴーヤー名古屋	 愛知	 15	 1
19	 石関　玲於	 東京ヴェルディ	 神奈川	 11	 1
20	 前田　能宜	 愛知県協会	 愛知	 3	 1
21	 新村　起丈	 東京都連合	 東京	 2	 1

ITUトライアスロンアジアカップ蒲郡大会 第17回日本ジュニアトライアスロン選手権

12 2016 JTU Magazine  Vol.1



JTUロングディスタンス・
トライアスロン
強化指定対象大会

JTU主催・公認大会

　日本国籍を有する18歳以上（2016年12月31日現在）の
JTU登録選手を対象にロングディスタンス強化指定が行われ
る。認定期間は2016年1月1日から2016年12月31日ま
での12カ月。

強化S指定
S-1）ITUロングディスタンス世界選手権5位以内
S-2）アイアンマン世界選手権ハワイ大会総合10位以内
S-3）アイアンマン70.3世界選手権5位以内
	強化A指定
A-1）ITUロングディスタンス世界選手権6～10位（40%）
A-2）アイアンマン世界選手権ハワイ大会総合11～20位
A-3）各地アイアンマン大会総合1位（20%）
A-4）アイアンマン70.3世界選手権総合6～10位（40%）
A-5）アジアロングディスタンス選手権1位（10%/35%）
A-6）日本ロングディスタンス選手権1位（10%/35%）
	強化B指定
B-1）ITUロングディスタンス世界選手権16位以内（40%）
B-2）アイアンマン世界選手権ハワイ大会総合21～30位
B-3）各地アイアンマン大会総合5位以内（25%）
B-4）アイアンマン70.3世界選手権16位以内（40%）
B-5）各地アイアンマン70.3大会3位以内（35%）
B-6）アイアンマン世界選手権ハワイ大会「プロ」部門出場
B-7）ITUロングディスタンスシリーズ3位以内（35%）
B-8）アジアロングディスタンス選手権3位以内（20%/40%）
B-9）日本ロングディスタンス選手権3位以内（20%/40%）
B-10）佐渡国際トライアスロン大会Aタイプ1位（10%/35%）
B-11）五島長崎国際トライアスロン大会Aタイプ1位
B-12）五島長崎国際トライアスロン大会Bタイプ1位
B-13）みやじま国際パワートライアスロン大会エリート部門1
位（10%/35%）
B-14）全日本トライアスロン宮古島大会3位以内

6月12日（日）
アイアンマン70.3セントレア知多・常滑ジャパン（愛知）
7月3日（日）
第13回日本スプリントトライアスロン選手権（宮城）
7月17日（日）
第6回日本U23トライアスロン選手権（長野）
9月4日（日）
日本学生トライアスロン選手権（香川）
9月10日（土）
第18回全国高校生チャレンジトライアスロン（東京）
9月11日（日）
オールキッズトライアスロン大会（東京）
10月2日（日）
第70回国民体育大会／2016希望郷いわて国体　
トライアスロン競技（岩手）
10月29日（土）
ITUトライアスロンワールドカップ（2016/宮崎）
11月6日（日）
第16回日本デュアスロン選手権（福島）
※JTU主催・共催大会の一部。全大会はJTUホームページ
　「JTU主催･共催･公認大会」を参照

強化C指定
C-1）ITUロングディスタンス世界選手権20位以内（45%）
C-2）各地アイアンマン大会総合10位以内（40%）
C-3）アイアンマン70.3世界選手権「プロ」の部出場者
C-4）各地アイアンマン70.3大会:総合8位以内（30%/50%）
C-5）アジアロングディスタンス選手権8位以内（30%/40%）
C-6）日本ロングディスタンス選手権8位以内（25%/40%）
C-7）佐渡国際トライアスロン大会Aタイプ2～3位
C-8）五島長崎国際トライアスロン大会Aタイプ2～3位
C-9）五島長崎国際トライアスロン大会Bタイプ2～3位
C-10）みやじま国際パワートライアスロン大会エリート部門3
位以内（20%/25%）
C-11）全日本トライアスロン宮古島大会4～8位
※（%）は「順位÷スタート人数」の順位率以内で完走。順位率
が二つの場合は（男子/女子）としている。

ITUトライアスロンアジアカップ村上大会 第21回日本トライアスロン選手権東京港大会
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レースを楽しみ、
世界を目指す
2016JTUエイジグループポイントランキング
2016JTUロングディスタンスエイジランキング

　JTUエイジグループポイントランキングおよびJTUロング
ディスタンスエイジランキングは、エイジグループのレースに参
加する選手を対象としたランキング制度。各年代別の優勝者
や上位選手には世界選手権への公費派遣や出場権が与えられ
る。2015年のエイジグループ年代別優勝者は、9月18日（日）
に行われるITU世界エイジグループトライアスロン選手権コス
メル大会へ日本代表として公費派遣される。
　今年はエイジグループ27大会、ロングディスタンス6大会
8部門がランキング対象となっており、最大4大会（スタンダー
ド）、最大2大会（ロングディスタンス）の獲得ポイントが有効と
なる。
　エイジグループのレースは年々参加者が増え、盛り上がりを
見せている。フィニッシュ後にお互いを称え合い、笑顔で握手

を交わす姿が多く見られるのもエイジグループレースの特長の
一つだ。ランキング上位入賞を目標に設定する選手が増えるな
ど、エイジランキングはますます注目を集めている。

対象選手の資格と特別事項
（エイジ・ロングディスタンス共通）
1. 2016年1月1日～9月30日にトライアスロンのJTU強化
指定（51.5Kmエリート、ジュニア、ロングディスタンス）を受け
ていない選手で、当該大会のエイジグループ部門出場者を対象
とする。なお、デュアスロン強化指定選手はエイジランキング
の対象とするが、所属表示は加盟団体のみとする。
2. 上記期間中にJTU強化指定（51.5Kmエリート、ジュニア、
ロングディスタンス）を受けた場合は対象外とする。ただし、指

第4回愛南町いやしの郷トライアスロン大会
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定前に獲得したポイントは有効とする（繰り下げポイントは付加
しない）。なお、期間内に強化指定を外れた選手は対象としな
い。また強化指定選手になる可能性がある選手でエイジラン
キング上位を狙う場合は、JTU事務局へ事前の申請を行うこと
とする。
3. 最終戦終了後1位が同ポイントの場合のみ以下の順で順位
を決定する（シーズン中は同順位とする）。
a) 出場大会（ポイントを獲得した全大会）数が多い選手
b) 高順位獲得数の多い選手（1位1大会と3位2大会は、3位
3大会より上位）
c）出場大会（ポイント対象大会4大会）の該当カテゴリーの完
走者数合計が多い選手
4. 対象大会で年間2回以上の失格処分を受けた選手は、対象
から除外することがある。

特典
＜エイジグループ＞
　年間各年代別優勝者には2017年ITU世界エイジグルー
プトライアスロン選手権（オランダ）への公費派遣特典を授与。
各年代別10位までには、2017年アジアエイジグループ選手
権、2017年ITU世界エイジグループトライアスロン選手権（オ
ランダ）への出場権を授与。
＜ロングディスタンス＞
　年代別各上位の選手に2017年アジアロングディスタンスト
ライアスロン選手権、2017年世界ロングディスタンストライア
スロン選手権への出場権を授与。

JTUエイジグループポイントランキング
対象大会（2016年2月29日現在）	
	1	 4月10日（日）	 石垣島トライアスロン大会（沖縄県）
	2	 5月1日（日）	 アジアトライアスロン選手権廿日市大会（広島県）
	3	 5月15日（日）	 ITU世界トライアスロンシリーズ横浜大会
	 	 	 （神奈川県）
	4	 5月22日（日）	 南紀白浜トライアスロン大会（和歌山県）
	5	 5月22日（日）	 天草宝島国際トライアスロン大会（熊本県）
	6	 5月29日（日）	 潮来トライアスロン大会（茨城県）
	7	 6月4日（土）	 愛南町いやしの郷トライアスロン大会（愛媛県）
	8	 6月12日（日）	 みなと酒田トライアスロンおしんレース（山形県）
	9	 6月19日（日）	 びわ湖トライアスロンin近江八幡（滋賀県）
	10	 6月19日（日）	 ハワイトライアスロンin湯梨浜大会（鳥取県）
	11	 6月19日（日）	 東京都トライアスロン渡良瀬大会（群馬県）
	12	 6月26日（日）	 蒲郡オレンジトライアスロン（愛知県）
	13	 7月3日（日）	 みやぎ国際トライアスロン仙台ベイ七ヶ浜大会
	 	 	 （宮城県）
	14	 7月3日（日）	 館山わかしおトライアスロン大会（千葉県）
	15	 7月3日（日）	 サンポート高松トライアスロン（香川県）
	16	 7月10日（日）	 大阪トライアスロン舞洲大会（大阪府）
	17	 7月10日（日）	 宮崎シーガイアトライアスロン（宮崎県）
	18	 7月17日（日）	 野尻湖トライアスロンin信州信濃町（長野県）
	19	 7月17日（日）	 ひわさうみがめトライアスロン（徳島県）
	20	 7月31日（日）	 長良川国際トライアスロン大会（岐阜県）
	21	 7月31日（日）	 いきいき富山トライアスロン大会（富山県）
	22	 8月7日（日）	 大雪山忠別湖トライアスロンin東川（北海道）
	23	 8月21日（日）	 うつくしまトライアスロンinあいづ大会（福島県）
	24	 8月28日（日）	 京都丹波トライアスロン大会in南丹（京都府）
	25	 9月11日（日）	 しまなみ海道トライアスロン大会in尾道（広島県）
	26	 9月25日（日）	 村上・笹川流れ国際トライアスロン大会（新潟県）
	27	 10月30日（日）	 ITUトライアスロンワールドカップ宮崎（エイジ）
	 	 	 （宮崎県）

JTUロングディスタンスエイジランキング
対象大会（2016年4月4日現在）	
（1）200km以上
1	 6月19日（日）	五島長崎国際トライアスロン
		 	 （225.8km）（長崎県）
2	 9月4日（日）	 佐渡国際トライアスロン大会A
		 	 （235.8km）（新潟県）
（2）70～199km以下※設定詳細はJTU判断とする
3	 5月22日（日）	長良川ミドルトライアスロンin
		 	 アクアフィールド102（102km）（岐阜県）	
4	 6月12日（日）	アイアンマン70.3セントレア知多常滑
		 	 （113km）（愛知県）
5	6月19日（日）	五島長崎国際トライアスロン（154km）（長崎県）
6	 7月3日（日）	 はつかいち縦断みやじま国際
		 	 パワートライアスロン大会（77.5km）（広島県）
7	 9月4日（日）	 佐渡国際トライアスロン大会B（127km）（新潟県）
8	 9月11日（日）	伊良湖トライアスロン大会A（91.25km）（愛知県）

第4回愛南町いやしの郷トライアスロン大会

第30回長良川国際トライアスロン大会

ITU世界トライアスロンシリーズグランドファイナルシカゴ大会
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【エイジグループ】
各年代別部門女子　ベスト3
	カテゴリー	 氏名	 年齢（歳）	 登録地	 合計	 出場
	 	 	 	 	 ポイント	 大会数
24歳以下	 1位	 佐野　花夏	 21	 学連	 56	 4
	 2位	 白方　冬美	 23	 秋田	 27	 2
	 3位	 薬師かれん	 22	 学連	 25	 2
25-29歳	 1位	 山内　麻代	 29	 広島	 50	 4
	 2位	 倉内　千紘	 26	 愛知	 42	 3
	 2位	 矢都木靖子	 27	 東京	 42	 3	
30-34歳	 1位	 伊藤あすみ	 31	 和歌山	 40	 4
	 2位	 河野芙美子	 33	 神奈川	 39	 3
	 3位	 村上　友梨	 34	 奈良	 35	 3
35-39歳	 1位	 中島　聖子	 36	 兵庫	 57	 5
	 2位	 高間佐知子	 39	 愛知	 52	 5
	 3位	 佐藤真希子	 38	 富山	 44	 4
40-44歳	 1位	 松本　華奈	 42	 島根	 55	 6
	 2位	 平松　智子	 41	 愛知	 55	 5
	 3位	 植条　広子	 41	 三重	 34	 3
45-49歳	 1位	 小原　千絵	 48	 鳥取	 57	 5
	 2位	 川谷　陽子	 45	 愛知	 54	 5
	 3位	 山澤　洋子	 47	 東京	 53	 5
50-54歳	 1位	 一村多美代	 53	 熊本	 58	 4
	 2位	 政田　由紀	 54	 大阪	 53	 5
	 3位	 寺田　香織	 53	 東京	 51	 4
55-59歳	 1位	 藤井眞由美	 55	 愛知	 55	 7
	 2位	 高橋登美子	 55	 千葉	 47	 5
	 3位	 小林眞由美	 58	 東京	 44	 4	
60-64歳	 1位	 宮内　昌子	 60	 東京	 58	 7
	 2位	 小川　好子	 61	 岡山	 55	 4
	 3位	 宗田惠世子	 64	 東京	 50	 6
65-69歳	 1位	 三田　伸子	 69	 広島	 58	 7
	 2位	 松田喜美子	 67	 大阪	 55	 4
	 3位	 川崎　綾子	 69	 千葉	 34	 3
70-74歳	 1位	 森　　祥子	 72	 徳島	 14	 1
	 2位	 北岡香代子	 70	 福岡	 14	 1

各年代別部門男子　ベスト3
	カテゴリー	 氏名	 年齢（歳）	 登録地	 合計	 出場
	 	 	 	 	 ポイント	 大会数
24歳以下	 1位	 井戸　皓大	 24	 大阪	 33	 3
	 2位	 井辺　弘貴	 20	 福岡	 28	 2
	 2位	 福井　貴弘	 22	 広島	 28	 3
25-29歳	 1位	 栗原　正明	 28	 山梨	 57	 6
	 2位	 齊藤　剛司	 29	 愛知	 54	 6
	 3位	 川久保直希	 26	 奈良	 47	 5
30-34歳	 1位	 杉山　太一	 31	 静岡	 54	 4
	 2位	 藤井　雅之	 30	 岐阜	 44	 6
	 2位	 駒野　悠太	 33	 神奈川	 44	 5	
35-39歳	 1位	 島田　敦史	 35	 栃木	 55	 4
	 2位	 北原　秀樹	 37	 福岡	 51	 4
	 3位	 下野　善弘	 38	 神奈川	 47	 4	
40-44歳	 1位	 疋田　浩気	 43	 静岡	 58	 4
	 2位	 福元　哲郎	 43	 広島	 57	 7
	 3位	 今枝　　誠	 42	 愛知	 46	 4
45-49歳	 1位	 森下　泰秀	 48	 三重	 58	 6
	 2位	 白井　克昌	 45	 鹿児島	 55	 5
	 3位	 石井　克利	 45	 東京	 45	 4
50-54歳	 1位	 田中　　悟	 51	 三重	 57	 4
	 2位	 三須　秀明	 52	 東京	 54	 5
	 3位	 小川　幸一	 51	 神奈川	 47	 5
55-59歳	 1位	 河村　政勝	 55	 山口	 56	 4
	 2位	 ShrosbreeMark	55	 神奈川	 55	 6
	 3位	 柘植　孝之	 55	 愛知	 48	 6
	 3位	 椎名　克行	 56	 新潟	 48	 5
60-64歳	 1位	 長谷川正哉	 62	 千葉	 55	 6
	 2位	 横田　浩昌	 61	 千葉	 54	 5
	 3位	 川崎　　潔	 62	 大阪	 53	 6
65-69歳	 1位	 揖場　　裕	 65	 兵庫	 58	 6
	 2位	 山本　文忠	 66	 千葉	 55	 5
	 3位	 村中　信一	 67	 岡山	 49	 5
70-74歳	 1位	 岩本　俊信	 73	 東京	 57	 4
	 2位	 神谷　進五	 73	 愛知	 56	 6
	 3位	 大島　　強	 72	 愛知	 50	 4
75-79歳	 1位	 田中　國宣	 77	 熊本	 50	 4
	 2位	 舘本　義勝	 75	 大阪	 38	 3
	 3位	 谷口　　功	 75	 京都	 29	 2
80歳以上	 1位	 斎藤　　健	 80	 新潟	 58	 4
	 2位	 高木　喜則	 80	 福岡	 14	 1

ITU世界トライアスロンシリーズグランドファイナルシカゴ大会
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【ロングディスタンス】
各年代別部門女子　ベスト3
	カテゴリー	 氏名	 年齢（歳）	 登録地	 合計	 出場
	 	 	 	 	 ポイント	 大会数
24歳以下	 1位	 谷上　礼佳	 20	 東京	 15	 1
	 2位	 芦川　紘子	 24	 東京	 14	 1
	 3位	 一本松静香	 22	 埼玉	 13	 1	
25-29歳	 1位	 藤井　智子	 28	 兵庫	 19	 2
	 2位	 日高　果織	 28	 神奈川	 14	 1
	 3位	 川崎由理奈	 29	 東京	 13	 1		
30-34歳	 1位	 渡辺　莉恵	 34	 大阪	 21	 2
	 2位	 小林　千枝	 32	 東京	 17	 2
	 3位	 保戸塚　梢	 32	 神奈川	 15	 1
35-39歳	 1位	 小川　陽子	 35	 東京	 20	 2
	 2位	 伊藤　尚代	 38	 愛知	 17	 2
	 3位	 黒田　悠子	 37	 東京	 16	 2
40-44歳	 1位	 小林　　恵	 43	 山形	 28	 2
	 2位	 松尾由樹恵	 41	 兵庫	 25	 3
	 3位	 上原　稔子	 40	 東京	 15	 1	
45-49歳	 1位	 天方　美和	 45	 東京	 25	 2
	 2位	 奥田　智美	 45	 三重	 24	 2
	 2位	 野口　佳子	 45	 東京	 24	 2	
50-54歳	 1位	 川上　雅子	 51	 長野	 26	 2
	 2位	 寺田　香織	 53	 東京	 21	 2
	 3位	 鹿野　美保	 52	 愛知	 19	 2
55-59歳	 1位	 西坂　桂子	 57	 東京	 21	 2
	 2位	 小林　浩代	 55	 北海道	 18	 2
	 3位	 佐藤　妙子	 56	 愛知	 15	 1
60-64歳	 1位	 小澤　満子	 62	 埼玉	 17	 2
	 2位	 小川　好子	 61	 岡山	 15	 1
	 3位	 福田百合子	 64	 熊本	 14	 1
65-69歳	 1位	 川崎　綾子	 69	 千葉	 13	 1
	 2位	 白石えり子	 65	 新潟	 13	 1
	 3位	 野澤　久子	 66	 埼玉	 10	 1

各年代別部門男子　ベスト3
	カテゴリー	 氏名	 年齢（歳）	 登録地	 合計	 出場
	 	 	 	 	 ポイント	 大会数
24歳以下	 1位	 佐相　宏明	 21	 東京	 27	 2
	 2位	 岸野　　巧	 24	 神奈川	 22	 4
	 3位	 山岸　翔一	 23	 神奈川	 19	 2
25-29歳	 1位	 石橋　健志	 26	 大阪	 26	 2
	 2位	 片山　草太	 26	 大阪	 24	 3
	 3位	 安田　一行	 29	 神奈川	 22	 2
30-34歳	 1位	 丸田　　聡	 33	 神奈川	 24	 4
	 2位	 藤井　雅之	 30	 岐阜	 22	 2
	 3位	 中舘　淳哉	 30	 東京	 16	 2	
35-39歳	 1位	 渡邉　靖之	 37	 長野	 25	 3	
	 2位	 三田　博史	 38	 兵庫	 22	 2
	 3位	 宗平　　裕	 36	 大阪	 19	 2
40-44歳	 1位	 Gwenael	Touchais	40	 東京	 25	 2
	 2位	 関　　伸介	 41	 新潟	 20	 2
	 3位	 武田　英明	 44	 兵庫	 15	 2
45-49歳	 1位	 藤田　裕行	 47	 静岡	 20	 2
	 2位	 岩原　将文	 48	 東京	 19	 3
	 3位	 野口　　泰	 45	 東京	 17	 2
50-54歳	 1位	 冨岡　敏憲	 53	 広島	 23	 4
	 2位	 石田　　力	 50	 神奈川	 15	 1
	 3位	 田中　明彦	 50	 三重	 14	 1
55-59歳	 1位	 今井　邦博	 55	 大阪	 27	 2
	 2位	 藤城　　健	 55	 愛知	 20	 2
	 3位	 山室　和也	 56	 東京	 14	 1
	 3位	 加藤　幸司	 55	 茨城	 14	 2
	 3位	 小川　　均	 57	 栃木	 14	 1
60-64歳	 1位	 吉川　直人	 60	 東京	 25	 2
	 2位	 川崎　　潔	 62	 大阪	 24	 2
	 3位	 石飛　　肇	 61	 兵庫	 21	 3
65-69歳	 1位	 三宅　光章	 66	 愛知	 24	 2
	 2位	 石原　　哲	 65	 埼玉	 15	 1
	 3位	 瀬戸　　勉	 65	 大阪	 14	 1
70-74歳	 1位	 木下　　元	 71	 千葉	 25	 2
	 2位	 浜口　辰雄	 71	 茨城	 15	 1
	 3位	 中川　隆二	 71	 兵庫	 14	 1
	 3位	 人見　光義	 72	 神奈川	 14	 1
75-79歳	 1位	 西村　詮幸	 75	 静岡	 23	 2
	 2位	 小林　達雄	 75	 愛知	 13	 1
	 3位	 阪本　一雄	 79	 大阪	 12	 1
80歳以上	 1位	 稲田　　弘	 83	 千葉	 13	 1

　エイジグループポイントランキング対象大会が27
大会（2015年は21大会）になり、今年も全国で年代
別チャンピオンを目指す戦いが繰り広げられます。日
の丸を胸にアジア、世界に挑戦するアスリートも増え、
トライアスロンを通じた国際交流が盛んになってきま
した。
　その一方初心者も多くなっていますので、トライアス
ロンをより安全に楽しんでいただけるよう、競技の特性
やルールの理解、マナー向上に取り組んでいきます。
　さらにロングディスタンス、デュアスロン、アクアスロ
ン、ウィンター、クロスなどの魅力も伝えていきたいと
思っています。

　高校生普及委員会は、2023年度以降に開催のイン
ターハイ参画を最大目標として2015年夏からスター
トしました。中高年アスリートの年代層が厚く、若手
選手層が極端に少ないなかで、将来のトライアスロン
界を担う中高生アスリートの発掘・育成が喫緊の課題
です。
　そのために、いままで高校生アスリートが参加できる
大会の調査、学校関係者、特にトライアスロンを実際に
やっている教職員調査等の基礎データ収集を行ってき
ました。またJTUホームページに高校生向け情報発
信基地としてのページを立ち上げることや、高校生が
参加しやすい環境づくり（参加費減額、表彰カテゴリー
常設、高校生ポイントランキング等）を計画しています。

　女子委員会は、スポーツの世界で活動する女性を支
援することを目的としています。女性の悩みに対する
アドバイスや、他競技団体の女性部会との関係を築く
など、女性が活躍できる機会を増やすための活動が主
となります。さらにジェンダーにかかわることや盗撮な
どの問題への取り組みも継続して行っていきます。
　また、今後各地の大会などで性同一性障害の方への
対応等が出てくることが考えられますので、メディカル
委員会、倫理委員会などとも調整しながら見解をまと
めていきたいと考えています。
　今年は特に、各都道府県加盟団体の女性に関する
委員会の設置を働きかけることを課題としています。

エイジグループ普及委員会　
委員長	斎藤大輝（愛知）

高校生普及委員会　
委員長	園川峰紀（千葉）

女子委員会　
委員長	石井なおみ（千葉）

エイジグループ普及に向けて

委員長コメント
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長寿リハビリセンター病院

博慈会記念総合病院　本館博慈会記念総合病院　別館

田園クリニック 腎クリニック 高等看護学院
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厚生労働省臨床研修病院　東京都災害拠点病院
博慈会記念総合病院
附属　 健康管理センター　 附属　 脊椎センター
附属    老人病研究所 　　　附属　 人工関節センター
東京都足立区鹿浜 5-11-1
 Tel　03-3899-1311　　Fax　03-3855-2851
 URL　http://www.hakujikai.or.jp　 E-mail ：info@hakujikai.or.jp
 
完全型療養病床・回復期リハビリテーション病棟 看護師養成校 
長寿リハビリセンター病院 博慈会高等看護学院
東京都足立区鹿浜 5-13-7  東京都足立区鹿浜 2-1-15
腎臓内科・人工透析   医療法人社団　健康増進会
博慈会腎クリニック  博慈会田園クリニック
東京都足立区鹿浜 5-5-18  東京都足立区舎人 2-19-18

 

博慈会グループは
トライアスロン

を応援しています





JTUトライアスロン強化対策
オリンピックで目標を達成するために

　遂に今年、リオデジャネイロで第31回夏季オリンピック競技大会／
第15回夏季パラリンピック競技大会が開催される。オリンピックでの女子入賞、男子12位以内という目標達成のため、

そして2020年に東京で開催される第32回夏季オリンピック競技大会／第16回夏季パラリンピック競技大会に
つなげるため、今年もJTUでは選手の育成・強化を実施していく。

ASTCアジアトライアスロン選手権ニュータイペイ大会

ITU世界トライアスロンシリーズ横浜大会
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2016 年 JTUトライアスロン・
エリート強化指定選手制度
 対象選手と認定期間 
　日本国籍を有する16歳以上（2016年12月31日現在）の
JTU登録選手。期間は2015年12月1日から2016年11月
末日。
 認定内容と承認手順
　「JTUエリート強化オリンピックO（1～5）指定選手、JTUエ
リート強化A（1～7）指定選手、JTUエリート強化B（1～11）
指定選手」を四半期（3カ月）ごとに選考し、理事会承認により
認定する。評価にあたっては、レース展開上の諸条件や抗議・
上訴などの結果を考慮する場合がある。なお、各対象大会で資
格の取得・昇格があった場合は、次の大会参加を優位に進める
ため、新規資格の即時適用を基本とする。
 対象トライアスロン大会・記録会（カッコ内は略称） 
1）ITU世界トライアスロンシリーズ（WTS）
2）ITUトライアスロン・ワールドカップ（W杯）
3）ITUトライアスロン世界U23選手権（世界U23選手権）
4）ITUトライアスロン世界ジュニア選手権（世界ジュニア選手権）
5）ITUトライアスロン・コンチネンタルカップ（C杯）
6）ASTCトライアスロンアジア選手権（アジア選手権）
7）ASTCトライアスロンアジアU23選手権（アジアU23選手権）
8）ASTCトライアスロンアジアジュニア選手権（アジアジュニア
選手権）
9）日本トライアスロン選手権（日本選手権）
10）JTU公式大会、国民体育大会、日本スプリント選手権、
日本U23選手権、日本U19選手権（公式大会）
11）JTU認定記録会（認定記録会）
 JTU強化指定への資格等の授与（詳細は別基準・規定） 
1）JOCオリンピック強化指定選手への選考資格（6名以内基本）
2）ITU世界トライアスロンシリーズ、ワールドカップ、コンチネ
ンタルカップの出場資格（派遣基準）は別規定
3）JTU公式大会（国体、日本選手権、日本U23・U19選手権を
除く）出場資格
4）大会主催者招待枠の優先出場資格
5）強化合宿（国内・海外）への参加資格（別規定）
6）強化全般の各種支援
 補則 
1）「JOC派遣の国際総合大会」の評価は別に審議し決定する
2）「世界トライアスロンシリーズランキング」の評価は別に審議
し決定する
3）「順位率」の記載がないランクは出場人数により評価する
4） 派遣規定（ユニフォーム含む）は別に定める
5）荒天や災害などにより距離・種目が変更された場合、レース中
の予期せぬ事故や上位選手の失格などで順位繰り上げがあった
場合は、オリンピック対策チームで審議し評価を決定する

2016 年 JTUトライアスロン・
ジュニア強化指定選手制度
 対象選手と認定期間
　日本国籍を有する12-19歳（2016年12月31日現在）の
JTU登録選手。期間は2015年12月1日から2016年11月末日。
 認定内容と承認手順
　「JTUジュニア強化S（1～7）指定選手、A（1～11）指定選
手、B（1～8）指定選手、 C（1～5）指定選手、D（1～3）指定
選手、E（1～3）指定選手」を四半期（3カ月）ごとに選考し、理
事会承認により認定する。評価にあたっては、レース展開上の
諸条件や抗議・上訴などの結果を考慮する場合がある。なお、
各対象大会で資格の取得・昇格があった場合は、次の大会参加
を優位に進めるため、新規資格の即時適用を基本とする。
 対象トライアスロン大会・記録会（カッコ内は略称） 
1）ITU世界トライアスロンシリーズ（WTS）
2）ITUトライアスロン・ワールドカップ（W杯）
3）ITUトライアスロン世界U23選手権（世界U23選手権）
4）ITUトライアスロン世界ジュニア選手権（世界ジュニア選手権）
5）ITUトライアスロン・コンチネンタルカップ（C杯）
6）ASTCトライアスロンアジア選手権（アジア選手権）
7）ASTCトライアスロンアジアU23選手権（アジアU23選手権）
8）ASTCトライアスロンアジアジュニア選手権（アジアジュニ
ア選手権）
9）日本トライアスロン選手権（日本選手権）
10）JTU公式大会、国民体育大会、日本スプリント選手権、日
本U23選手権、日本U19選手権（公式大会）
11）JTU主催大会でU19/U15カテゴリーを設定している大会

（公式大会（U19/U15））
12）日本学生トライアスロン選手権（日本学生選手権）
13）JTU認定記録会（認定記録会）
 参加資格の授与＜対象ランク（派遣は別規定）＞ 
1）コンチネンタルカップ＜S・A/16-17歳はスプリントディスタ
ンス（SD）のみ＞ 
2）ジャパンカップ＜S・A・B・C/16-17歳はSDのみ＞ 
3）JTU公式大会（U19）＜S・A・B・C＞ 
4）日本U23選手権＜S・A・B・C/18歳以上＞ 
5）日本U19選手権＜S・A・B・C＞ 
6）日本U15選手権＜D・E＞ 
7）U23強化合宿＜別規定＞ 
8）U19強化合宿＜別規定＞ 
9）U15強化合宿＜D・E＞ 
10）ITUジュニア・コンチネンタルカップ＜S・A・B・C/16-17
歳はSDのみ＞
 備考 
1）「JOC派遣の国際総合大会」の評価は別に審議する
2）「順位率」の記載がないランクは出場人数により評価する
3）派遣規定（ユニフォーム含む）は別に定める
4）荒天や災害などにより距離・種目の変更された場合、レース中
の予期せぬ事故や上位選手の失格などで順位繰り上げがあった
場合は、オリンピック対策 チームで審議し評価を決定する
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2016 年度 JTUオリンピック
対策チーム・事業計画（案）
 エリート強化
1）エリート強化O指定選手活動（補助金）（通年）
2）第1回ナショナルチーム合宿（長野）（5月1日（日）～5月10
日（火））
3）第2回ナショナルチーム合宿（味の素NTC・JISS）（5月19日

（木）～5月21日（土））
4-1）ヨーロッパ遠征合宿（リーズ、キッツビュール、ストックホ
ルム、ティサ、ハンブルグ）（6月8日（水）～7月19日（火））
4-2）リオ対策合宿（個別、希望場所）（6月8日（水）～7月19日

（火））
5）リオ対策合宿（個別、希望場所）（7月19日（火）～8月12日

（金））
6）パンアメリカ遠征（メキシコシティ・コズメル・サリナス）（8月
29日（月）～9月29日（木））
7）第3回ナショナルチーム合宿（宮崎）（10月11日（火）～10
月27日（木））
8）第4回ナショナルチーム合宿（味の素NTC・JISS）（11月28
日（月）～12月1日（木））
9）第5回ナショナルチーム合宿（宮崎）（2017年1月9日（月・
祝）～1月23日（月））
 次世代強化
1）ジュニア強化指定選手およびJSCタレント選手・個別合宿

（通年）
2）第1回U15合宿（岐阜）（7月31日（日）～8月4日（木））
3）第1回U23強化合宿（長野）（8月18日（木）～8月26日（金））
4）ニュージーランド遠征（12月10日（土）～12月20日（火））
5）第2回U23強化合宿（味の素NTC・JISS・宮崎）（12月21日

（水）～28日（水））

6）第2回U15合宿（未定）（12月25日（日）～12月28日（水））
7）第3回U23強化合宿（宮崎）（2017年3月22日（水）～3
月27日（月））

JTUトライアスロンアカデミー
プロジェクト
　「JTUトライアスロン・タレント発掘プロジェクト」（一貫指導
システム、全国強化拠点、スカウティング）の事業として、次世代
のタレントを発掘して「アカデミー選手」に認定し特別な育成・
強化を実施していく。

ITU世界トライアスロンシリーズグランドファイナルシカゴ大会
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 サポート
1）JTU強化拠点での特別プログラム提供
2）合宿費・遠征費などの活動支援
3）学業・生活拠点などの活動サポート
4）バイクなど機材の提供
5）その他、特別強化に関わる諸事業の展開
 認定基準
対象
日本国籍を有する16-19歳（2016年12月31日現在）のJTU
登録選手
審査
・アカデミー選考記録会（スイム400m、ラン3,000m） 
・適正診断 
・面接（本人）
・最終選考 最終面接（本人・保護者）
期間
認定開始日から20歳（該当年12月31日現在）になるまで
支援
当該選手の活動するJTU強化拠点（アカデミー拠点のみ）での
支援を行う。
1）JTUエリート強化A指定選手：四半期/1名 
2）JTUエリート強化B指定選手：四半期/1名 
3）JTUアカデミー選手：四半期/1名

　2016年シーズンはオリンピックイヤーとなるため、
掲げた目標（女子入賞、男子12位以内）を達成する
ために必要な強化策を講じ、選手がスタートラインに
立ったとき、「すべての準備ができた」と自信を持てるよ
う、万全の準備をしていきます。
　そして、JTU役員、スタッフ、スポンサーはもとより、
日本オリンピック委員会（JOC）や日本スポーツ振興セ
ンター（JSC）など関係各位の総力を結集してリオデ
ジャネイロに向かい、さらにその流れを2020年の東
京まで繋げていきたいと考えています。
　また、世界トライアスロンシリーズでは、グランドファ
イナルのコスメルまでの9戦を戦い、女子6位以内、男
子12位以内の目標を達成し、2020年の女子メダル
獲得、男子入賞という目標達成につながるよう効果的
な派遣を行っていきます。

　次世代育成強化は次の大きな三つの目標が掲げら
れます。一つ目が第32回夏季オリンピック競技大会

（2020/東京）に向けての強化。二つ目がそれ以降
に向けた強化。三つ目がトップ指導者の育成です。
　現在、エリートで戦う選手に対抗できる若手選手の
育成・強化が2020年に向けた強化の主軸となります。
年齢やポイントシステムの状況から、2020年に向けて
活動が可能な選手は数名に絞られます。その絞られ
た選手たちをいかに世界レベルにまで育成していくか
を念頭に、出場レースの選定や強化合宿の開催などで
支えていきます。
　同時にその次の世代の育成も重要となります。教育
に重点を置きながら4年後には世界を舞台に戦える
心身の強さを習得させる必要があります。
　これを達成できるかについては、三つ目の指導者育
成が大きく影響してきます。

オリンピック対策チーム　
マネージャー山根英紀（千葉）

次世代育成強化委員会　
委員長 中山俊行（神奈川）

ASTCアジアトライアスロン選手権ニュータイペイ大会

第17回日本ジュニアトライアスロン選手権

マネージャー・委員長コメント

第21回日本トライアスロン選手権東京港大会
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ITU世界トライアスロンシリーズ（WTS）
3月4日（金）、5日（土）	 アブダビ大会（アラブ首長国連邦）（51.5km）
4月9日（土）、10日（日）	 ゴールドコースト大会（オーストラリア）（51.5km）
4月23日（土）、24日（日）	 ケープタウン大会（南アフリカ）（25.75km）
5月14日（土）、15日（日）	 横浜大会（日本）（51.5km）
6月11日（土）、12日（日）	 リーズ大会（イギリス）（51.5km）
7月2日（土）、3日（日）	 ストックホルム大会（スウェーデン）（51.5km）
7月16日（土）、17日（日）	 ハンブルク大会（ドイツ）（51.5km）
9月3日（土）、4日（日）	 エドモントン大会（カナダ）（51.5km）
9月17日（土）、18日（日）	 グランドファイナル（GF）コスメル大会（メキシコ）（51.5km）

ITU世界U23選手権（51.5km）
9月16日（金）、17日（土）コスメル大会（メキシコ）

ITU世界ジュニア選手権（25.75km）
9月16日（金）コスメル大会（メキシコ）

ITU世界選手権
2月13日（土）、14日（日）
ITU世界ウィンタートライアスロン選手権（オーストリア・ツェルトベク）	
6月4日（土）、5日（日）
ITU世界デュアスロン選手権（スペイン・アビレス）
7月16日（土）、17日（日）
ITU世界ミックスリレートライアスロン選手権（ドイツ・ハンブルク）
7月23日（土）、24日（日）
ITU世界パラトライアスロン選手権（オランダ・ロッテルダム）
9月4日（日）
ITUパワーマン・ロングディスタンスデュアスロン世界選手権（スイス・ツォフィンゲン）
9月14日（水）
ITU世界アクアスロン選手権（メキシコ・コスメル）
9月15日（木）
ITU世界エイジグループスプリントディスタンストライアスロン選手権（メキシコ・コスメル）
9月18日（日）
ITU世界エイジグループトライアスロン選手権（メキシコ・コスメル）
9月24日（土）、25日（日）
ITU世界ロングディスタンストライアスロン選手権（アメリカ・オクラホマ）
11月19日（土）、20日（日）
ITU世界クロストライアスロン選手権（オーストラリア・スノーウィー･マウンテンズ）

ITUワールドカップ
3月12日（土）、13日（日）	 ムールラバ大会（オーストラリア）（25.75km）
4月2日（土）、3日（日）	 ニュープリマス大会（ニュージーランド）（25.75km）
4月16日（土）、17日（日）	 チョウトゥー大会（中国）（51.5km）
5月7日（土）、8日（日）	 カリアリ大会（イタリア）（25.75km）

2016年世界主要大会

5月7日（土）、8日（日）	 ウァトゥルコ大会（メキシコ）（51.5km）
6月18日（土）、19日（日）	 キッツビュール大会（オーストリア）
7月9日（土）、10日（日）	 ティサウィバローシュ大会（ハンガリー）（25.75km）
8月6日（土）、7日（日）	 モントリオール大会（カナダ）（25.75km）
9月24日（土）、25日（日）	 サリナス大会（エクアドル）（25.75km）
10月22日（土）、23日（日）	トンヨン大会（韓国）（25.75km）
10月29日（土）、30日（日）	宮崎大会（日本）（51.5km）

ASTCアジア選手権
4月16日（土）、17日（日）南アジアトライアスロン選手権（ネパール・ポカラ）
4月29日（金・祝）～5月1日（日）廿日市大会（日本）
11月19日（土）、20日（日）西アジアトライアスロン選手権（ヨルダン・アカバ）

NTT-ASTCアジアカップ
4月16日（土）、17日（日）スービックベイ大会（フィリピン）
5月7日（土）タイチョウ大会（中国）
5月13日（金）～15日（日）ブラベイ大会（カザフスタン）
6月5日（日）ニュータイペイ大会（チャイニーズ・香港）
6月26日（日）蒲郡大会（日本）
7月1日（金）～3日（日）コクシェタウ大会（カザフスタン）
7月10日（日）大阪大会（日本）
7月16日（土）、17日（日）シンガポール大会
8月27日（土）、28日（日）パリアマン大会（インドネシア）
9月25日（日）村上大会（日本）
10月15日（土）、16日（日）スプリント・香港大会（チャイニーズ・香港）
11月19日（土）、20日（日）ブリトゥン島大会（インドネシア）

アジア大会
9月10日（土）、11日（日）
ITU世界ロングディスタンストライアスロン・シリーズイベント（中国・ウェイハイ）

ITU世界パラトライアスロン大会
3月20日（日）バッファローシティー大会（南アフリカ）
4月23日（土）、24日（日）ペンリス大会（オーストラリア）
4月29日（金・祝）廿日市大会（日本）
5月14日（土）、15日（日）アギラス大会（スペイン）
5月14日（土）横浜大会（日本）
6月5日（日）ストラックライド大会（イギリス）
6月19日（日）ブサンソン大会（フランス）
7月23日（土）、24日（日）ロッテルダム大会（オランダ）

その他の大会
8月18日（木）、20日（土）第31回夏季オリンピック競技大会（ブラジル）
9月10日（土）、11日（日）第15回夏季パラリンピック競技大会（ブラジル）

　近年、ITU世界トライアスロンシリーズがテレビ放映されるなど、海外のレースが注目を集めている。
世界各国で開催されるレースは、海外選手との激しいレース展開はもちろん、景色や食事などレース以外でも楽しみが多い。
近年はエリート選手のみならずエイジグループ選手やパラトライアスロン選手も世界の舞台に挑み、結果を残している。
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パラリンピックでの活躍を目標に
　今年9月にリオデジャネイロで行われる第15回夏季パラリ
ンピック競技大会から、パラトライアスロンが正式競技として実
施される。これに向けJTUパラリンピック対策チームでは、パ
ラトライアスロンの強化指定選手制度の改定や、国際大会への
選手派遣などさまざまな活動を行ってきた。

パラリンピック対策チーム　
2015年の主な強化活動
■国際大会への選手派遣
■強化合宿の実施
■第5回JTUトライアスロン・パラトライアスロン・
　フォーラム開催
■日本パラリンピック委員会（JPC）と選手
　発掘事業共催（東京、大阪）
■日本財団パラリンピックサポートセンター入居
■各自治体のパラ選手支援事業への推薦
■他競技団体との連携
■JPC強化助成事業
■マルチサポート事業（身体、男子）

■外部助成事業の活用、助成金の獲得　など

　そしてパラリンピック開催を迎える本年は、リオデジャネイロ
はもちろん2020年に東京で開催される第16回夏季パラリン
ピック競技大会も見据えて活動を展開していく。

2016年以降の活動予定
■第15回夏季パラリンピック競技大会
■ナショナルチーム体制の整備
■国際大会への選手派遣
■強化合宿、個別合宿（他競技団体との連携強化）
■強化助成・研究助成の獲得、活用
■オリンピック対策チーム・他競技団体との連携強化
■専門委員会との連携
■クラシファイヤー（障害のクラス分け判定者）の育成
■国内の大会、普及活動
■その他
2016年JTUパラトライアスロンナショナルチーム選手制度
　2015年12月のJTU理事会において、第15回夏季パラリン

上段左・中央・右・下段右：ITU世界トライアスロンシリーズ横浜大会、下段左：第21回みやぎ国際トライアスロン仙台ベイ七ヶ浜大会
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パラリンピックでの活躍を目標に パラトライアスロン強化・普及事業

ピック競技大会（2016/リオデジャネイロ）および、第16回夏
季パラリンピック競技大会（2020/東京）での目標達成のため、
パラトライアスロンナショナルチーム選手制度が承認された。
 対象選手
　日本国籍を有し、ITU主催レースへの出場資格を有するJTU
登録選手
 認定内容と認定手順 
　JTUパラリンピック対策チーム（パラ対策チーム）において強
化指定選手のなかから選考し、理事会承認により認定する。評
価にあたっては、強化B指定選手以上のなかから競技タイム上
位者を基本とし、第15回夏季パラリンピックあるいは第16回
夏季パラリンピックで入賞が期待される選手を対象とする。
　ただし、第16回夏季パラリンピックは実施クラスが未定のた
め、全クラスの選手を対象とする。
 認定期間 
　2015年12月以降の認定日～2016年11月末日までとす
るが、今後のルール変更や大会の成績によって、期間中であっ
ても改訂されることがある。
 JTU強化指定への資格等の授与（詳細は別基準・規定） 
1）世界選手権グランドファイナル、世界選手権、アジア選手権、

強化合宿等へ優先的な参加資格
2）マルチ・サポート事業の対象選手（事業委託先との調整による） 

　2016年はパラトライアスロンがパラリンピックにデ
ビューする記念すべき年です。当チームは発足当初よ
り4年計画で、リオデジャネイロ・パラリンピックに選
手を派遣し、そこで選手が活躍できるようにと、一丸と
なって強化・普及活動に取り組んできました。その目
標達成を目指し活動を継続していきます。
　同時に、国内でのトライアスロン、パラトライアスロン
の盛り上がりをさらに後押しできるよう、全国的な普及
を目指した活動にも注力していきます。引き続き応援
をよろしくお願いします。

パラリンピック対策チーム　
チームリーダー　富川理充（神奈川）

パラリンピックに向けて

左上・右：ITU世界トライアスロンシリーズグランドファイナルシカゴ大会、左下：ITU世界トライアスロンシリーズ横浜大会

チームリーダーコメント
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会場	 初級	 中級
北海道会場（上川郡美瑛町）	 9月20日、21日	 9月20日〜22日
岐阜会場（海津市）	 11月21日、22日	 11月21日〜23日
新潟会場（新潟市）	 11月22日、23日	 11月21日〜23日
島根会場（松江市）	 11月21日、22日	 11月21日〜23日
熊本会場（熊本市）	 11月21日、22日	 11月21日〜23日
東京会場（江戸川区）	 2016年3月20日、21日	 2016年3月19日〜21日
山形会場（酒田市）	 −	 2016年3月19日〜21日

2015年度JTU公認指導者養成講習会　開催実績

選手が安心して
競技を行うために
指導者養成・審判員養成

※2016年実施日程はJTUホームページを参照。

ITU世界トライアスロンシリーズ横浜大会
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　JTUではトライアスロン競技をより安全かつ正確に行うために、指
導者や審判員の養成に取り組んでいる。
　指導者養成委員会では2015年度中にJTU公認＜初級＞＜中級＞
指導者養成講習会を全国7カ所で行い、初級115名、中級45名が
指導者資格に合格した（2016年3月現在）。そのほか2回にわたり
JTU指導資格者研修会およびコーチングシンポジウムも開催した。
　また審判委員会では第32回オリンピック競技大会／第16回夏
季パラリンピック競技大会（2020/東京）に向けたITUテクニカルオ
フィシャル養成のため、2014年末から2016年に掛けて国内初とな
るITUレベル1認定セミナーを開催。審判員の普及と技術向上を目
指し活動している。
　さらに審判委員会と技術委員会が連携して各地に審判員や技術
委員を派遣し、大会運営の改良を図るなど、選手が安全にレースに臨
めるようさまざまな取り組みを行っている。

　第71回国民体育大会／2016希望郷いわて国体
からトライアスロンが正式競技になります。監督は公
益財団法人日本体育協会の指導員資格保有が義務の
ため、当委員会では数年前から指導者養成講習会の開
催を増進してきました。
　2016年をゴールではなく新たなスタートと捉え、
スポーツ系の専門学校での講習実施や、研修会の拡充

（トレーナーチームならびにアンチドーピング委員会
との連携）に注力します。また、2020年に向けて、ITU
のコーチ資格や障がい者スポーツの指導者資格の取
得を促進します。

　審判員とは選手が安全で公正なレースができるため
の見届け役です。
　審判委員会では2014年11月にITUレベル1認定
セミナーを国内で初めて開催しました。さらに2回目
を2015年11月（東京会場）、3回目を今年2月（京都
会場）、そしてあと1回の開催を計画しています。
　現在ITUレベル3（1名）、レベル2（15名）、レベル
1（48名）（昨年末時点）の有資格者がいますが、今後
国際審判員の普及と審判員のレベルアップを目的に、
認定セミナーを年2回開催する予定です。
　また、現在行っているITUルールの翻訳作業やITU
資格取得講習会の企画・実施、全国のJTU主要大会
への審判員派遣などのほか、ITUルールを反映させた

『JTUルールブック』の更新も実施予定です。

　技術委員会では、全国の加盟団体・地域ブロックと
の連携により、大会の運営やさまざまな取り組みにつ
いての現状調査を実施しています。
　まずは地元技術・審判委員会（または準じる組織）と
のネットワークを確立し、大会や勉強会、講習会への技
術委員・審判員派遣を実施。活動を通して問題点や課
題を洗い出し、地元加盟団体と協力しながら、大会の
運営レベルや審判技術の向上を目指します。
　また新たな委員会メンバーや協力者の人材発掘も
行っていきます。

指導者養成委員会　
委員長　矢野龍太郎（埼玉）

審判委員会　
委員長　川添勝（東京）

技術委員会　
委員長　伊藤一博（千葉）

選手が安心して
競技を行うために

委員長コメント

ITUトライアスロンアジアカップ蒲郡大会
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 シンポジウムに約150名の出席

　まず國分孝雄 JTU会長
が開会の挨拶に立ち、「この
数年、トライアスロン大会で
亡くなられた方が増えてい
る。その方たちの命を無駄
にしないよう、また今後の大
会での対策を講ずるため、こ
のシンポジウムを開催する」
旨の発言がなされた。
　続いて、ローレンス・クレスウェル博士（米国トライアス
ロン連盟（USAT）メディカルドクター、ミシシッピーメディ
カルセンター心臓外科医）の基調講演が行われた。
　それを受けて、笠次良爾メディカル委員長が、「大会の
現場から」と題して日本で起こった事故についての報告を
行った。

 ローレンス・クレスウェル（USAT）博士講演

　米国でのこれまでの事故はほとんどが40歳以上で、男
性が80%、全米に分布している。これらには心臓性突然
死が大きく関係している。ランニングレースでも、2000
〜2010年の調査で約1,100万人のうち59人が亡くなっ
ていて、マラソンでは10万人に一人、ハーフマラソンでは
30万人に一人の死亡率という報告がある。このうち心停

止から回復したのは29％で、心肺蘇生法（CPR）によるも
の。解剖した場合の結果では、心臓に何らかの異常が認
められた。
　2004〜2008年の約200万人の大学生を対象にした
調査では、1年間に4万3,770人に一人の確率でスポー
ツ中の心臓性突然死があるとしている。バスケットボー
ルで1万1,000人に一人、水泳で2万1,000人に一人、
ラクロスでは2万3,000人に一人、アメリカンフットボー
ルでは3万8,000人に一人、クロスカントリーでは4万
2,000人に一人という数字であった。
　フランスの2005〜2010年の調査では、心臓性突然
死は100万人に4.6人。対象は11〜75歳で、平均年齢
は46歳。90％はレクリエーションでの運動で、トライア
スロンをはじめバレーボール、ボディビルディング、卓球、
アルペンスキーなどの競技で報告されている。
　米国のミネアポリス心臓研究所財団のケビン・ハリス博
士は、米国心臓病学会での2010年の発表で、2006〜
2008年にトライアスロンでは約100万人のうち14人が
死亡したと発表。そのうち13人がスイムで、一人がバイ
ク。男性11人で、女性3人。距離はさまざまで、10万人
のなかで1.5人の死亡率。マラソンは10万人のうち0.8
人の死亡率であった。
　14人のうち7人は心臓に疾患があった。5人は心臓
肥大、一人は遺伝的な心臓疾患、もう一人は冠動脈異常
だった。
　USATでは、2012年に調査結果をまとめた。2011年

第5回JTUトライアスロン・パラトライアスロンフォーラム開催

メディカル・シンポジウム
　JTUでは、第5回となるJTUトライアスロン・パラトライアスロンフォーラムを、

2016年（平成28年）2月6日（土）、7日（日）の両日、東京都港区のコンベンションホールAP浜松町で開催。
近年増えている競技中の死亡事故の原因究明と大会での対策に言及した1日目の

「メディカル・シンポジウム（日米大会現場からの報告）」を掲載する。
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のトライアスロン参加者は
約50万人、USAT公認大会
は約4,500大会にまで増え
た。そして2003〜2011
年で45の死亡例がある。
31はスイムの事故で、年齢
は 30〜70歳、40は 外 傷
性でない原因とされる。
　2010年は17万3,000人に一人、2011年は5万4,000
人に一人で、2006〜2011年の平均では、7万6,000人
に一人の死亡例となる。死亡率と距離、会場の条件、ス
タートの形式に関連性はなく、死亡した選手の経験年数も
さまざまで、経験が浅い選手が危険とはいえなかった。
　提言として、選手は大会前に担当医に相談し、心臓に問
題がある場合は知っておくこと。健康を考慮してレース
を選択し、安全な大会を選ぶこと。オープンウォーターの
練習を行い、レースの情報を得、機材の点検をし、身体に
異常を感じたら出場をやめること。レースでは周りに気を
配って、不測の事態に対処し、救命機器の使い方に慣れて
おくことも重要である。
　大会主催者は安全対策をし、緊急事態にどう対処する
かを訓練。スイムの安全対策と安全なコースづくりを行
い、緊急事態の通信手段を確保し、選手への安全ブリー
フィングをし、スイムなどのウォームアップの時間を設ける
ほか、レースを競技団体に公認してもらうことも重要。
　競技団体は、安全性の情報を選手に与え、コーチと選
手、レースディレクターへの安全教育を行い、最善の安全
対策を講じ、関係者と共有する。死亡事例や事故があっ
た場合は、継続的に調査し、他の団体の情報を集めて公示
し、毎年報告書を出すことなどが必要。
　こうした結果から、USATではレースディレクターに対
して教育的な機会を持つことにした。そして良い大会につ
いては、評価する。これまで心肺停止から3名が生還した
が、スイムの安全対策は重要で、安全プラニング対策委員
会を設けている。
　ハリス博士との共同研究の結果、競技歴、病歴、治療
歴、検死の結果などが資料として重要であると分かった。
　国際オリンピック委員会（IOC）は、90％の事故は心臓
疾患が原因であるとしている。また高いレベルの選手ほど
医師のチェックを受けるべきとしている。また国際トライ

アスロン連合（ITU）
でも医務的な問診、
健康診断を行って
レースに臨むことを
推奨している。
　昨年、フランスの
トップエリートであ
るローラン・ビダル

選手が心肺停止し、31歳で亡くなった。運動中の心停止
はどのような選手にも起こり得ることで、さらにエイジグ
ループの選手はリスクが高いといえる。

 笠次良爾JTUメディカル委員長報告

　トライアスロンが国内300大会と増えるなか、昨年は7
月19日（日）の鳥取県と山形県での事故をはじめ6例の
死亡事故が発生した。
　日本でのこれまで35年間の死亡事故が37で、そのう
ち34が男性、女性2、記載
なし1。平均年齢は49.8
歳。年齢分布は40代以降
がボリュームゾーン。種目
はスイムが31、バイク0、ラ
ン4、レース後1、スタッフ1
で、80%以上がスイムで起
こっている。海27、湖2、川
2、プール1、道路1、体育館1と、大半が海である。
　スタンダード、スプリント、ミドル、ロング、駅伝、リレー、
アクアスロンと、距離や形態に関係はない。トライアスロ
ン経験者は13人おり、初心者が危険とはいえない。
　原因は、不明35%。溺死13、急性心不全3、心筋梗塞
1、虚血性心疾患1、心臓突然死1、心不全（熱中症後）1、
感染症死1、そのほか2で、すべて非外傷性である。この
うち、解剖されたのは2例。年齢分布は中高年となってお
り、参考までに参加者の男女比は、2013年の石垣島トラ
イアスロンで女性は17%である。死亡例の90%が男性
となっている。
　スイム事故の発見場所はフィニッシュ100m以内に集
中しており、21例中7例が該当。特記事項として、心臓疾
患があって出場1、喫煙者1、競技前日飲酒3。なお競技
中平均水温は記載されたものでは平均23.4±2.9度（19
〜29.5度）。発見状態は、水面18、水没2、苦痛1、Uター
ン泳、円を描く3、ライフセーバー注意喚起5、着衣（ランニ
ングシャツなど）泳1、代理出場1だった。
　スイム時の救護が多く、心臓由来のものが多い。ほか
に基礎疾患の存在、冷水刺激、低体温、飲酒、胃の膨満、
ウェットスーツトラブル（サイズ、経年変化など）、平衡感覚
失調、不整脈、バトルの外傷、誤

ご え ん

嚥、パニック、下肢けいれ
んなどが泳げる人の溺水の原因として考えられる。
　日本での突然死は年間約 5 万人を数えるが、心室細
動によるものが70 〜80％、年間 2 万数千人が心室細
動で死亡しているとみられる。中高年は、虚血性心疾患
が多く運動負荷によるリスクは高まる。若年層は、肥大
型心筋症、冠動脈異常などの基礎疾患を有することが
多い。故に、レース前の健康診断がいかに有効である
かが分かる。
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パネルディスカッション

 「大会での安全管理の考察」

　基調講演に立ったローレンス・クレスウェル博士と、報
告を行った笠次良爾メディカル委員長に加え、大会主催
者の立場として川内博、メディアの立場として村山友宏、
ライフセーバーの立場として篠田敦子も参加した。

パネリスト
・ローレンス・クレスウェル博士（USATメディカルドク
ター、ミシシッピーメディカルセンター心臓外科医）
・笠次良爾（JTUメディカル委員長） 
・川内博（一般財団法人佐渡市スポーツ協会） 
・村山友宏（『トライアスロン・ルミナ』編集部） 
・篠田敦子（日本ライフセービング協会公認インストラクター）
コーディネーター：
大塚 眞一郎（JTU専務理事)

大塚：JTUではエリート選手の大会だけでなく、一般の大
会も管轄している。クレスウェル博士、笠次委員長の話を
受け、安全な大会づくりへの議論を深めたい。
川内：トライアスロンとの関わりは、1996年の第1回ロ
ングディスタンス日本選手権から。佐渡大会では、過去2
回のトライアスロンで事故が起き、昨年のオープンウォー
ター大会2,000mの種目で一人亡くなった。経験の浅い
方もベテランもおり、心臓由来と思われる。
大塚：佐渡で独自のライフセービング組織をつくったと聞
くが。
川内：ライフセービングクラブ制度をつくった。水上バイ
ク、ボード、カヌー、漁船などで構成している。
村山：1998年からトライアスロンに関わっている。
2011年から『トライアスロン・ルミナ』誌上で安全対策の

企画を掲載。安全のための基礎技術を伝えていきたいし、
体験の場をつくりたい。現場での安全の普及が必要だと
思う。昨年は木更津でのトライアスロン大会を運営し、こ
の大会要項にも安全対策を盛り込みたい。
篠田：1カ月前に東京駅で心肺停止の方に遭遇した。駅
員にAEDを頼み、胸骨圧迫だけを続けていたところに、看
護師が現れて交代した。AEDの1回目のショックで手が
動いたように見えたが呼吸は戻らず、圧迫を続けた。2回
目のショックでその方が手を握ってきて呼吸も戻ったとこ
ろで、救急隊に引き継いだ。救命救急は日常のことで、ふ
だんからの用意が必要だと思った。
　安全は選手、大会運営側（実行委員会）、競技団体で構
築していくもの。選手は、自分の体調を管理し、セルフレ
スキューできること。また、近くにいる選手のケア、ライフ
セーバーへの伝達などを心にとめておいてほしい。
クレスウェル：大会関係者は、事故から学んで生かしたい
と思うもの。メディアの役割は情報を届けるなかで、選手
に安全教育をすることも必要。レースディレクターも安全
対策への教育に参加してほしい。篠田さんは素晴らしい
救命をした。
大塚：事故から学んだことは。
川内：翌年の大会で選手に自己管理啓発の印刷物を送っ
たが、大会だけが安全対策をするには限界があることを感
じた。選手側でも安全管理、体調管理、機材の管理をする
ことが安全な大会の実現につながると思う。
大塚：メディアの立場から、啓発普及はどうしたいか。
村山：隠れ心疾患についての啓発をしたい。5kmランの
練習会などで、心電図計測などができないか考えている。
クレスウェル：心電図を注意深く見れば隠れ心疾患を発
見できることもある。すべての人には当てはまらないが、
最善を尽くすべき。中年以降の方は、主治医によく相談す
ること。
大塚：選手が他選手を助けるにはどうすれば良いか。

44 2016 JTU Magazine  Vol.1



篠田：セルフレスキューは大切。スイムは速く泳ぐこと
だけでなく、人混みで泳ぐなどの練習も重要。ライフセー
バーでなくても、浮くにはどうするか、人混みでのスイムで
はどうなるのか、などについて学んでおく。これらが救助
のヒントになる。
大塚：佐渡大会での熱中症対策は。
川内：ふだんより30％増の水分を、ゆっくり飲んでもらう
ように推奨している。
大塚：メディアは選手、大会、競技団体の共同責任をどう
思うか。
村山：大会、競技団体は距離が近く情報共有できるが、選
手との連携がやや薄く感じる。選手をお客さま扱いしてい
る面もある。選手も、安全は確保されているもの、と認識
している。
大塚：ウェットスーツの功罪は。
篠田：ウェットスーツがあれば安全という気持ちがいけな
い。ウェットスーツは万能ではない。
クレスウェル：アメリカでもウェットスーツへの思い違い
がある。体温低下を防ぐ一方、温度が高いなかでは危険
ともいえる。
笠次：セルフマネジメントの観点からは、どのようにメディ
カルチェック、セルフチェックを進めるかが課題。少なくと
も一般的な健康診断は受けてほしい。
クレスウェル：アメリカでも、トライアスロンの参加で健
康診断書提出はない。ランニング、サイクリングでもない。
選手がセルフチェックする。
川内：佐渡大会では、健康チェックシートを提出する。
笠次：ほとんどが男性の犠牲だが、その理由は。
クレスウェル：男性が多いのは、心臓のリスクがより高い
からという分析がある。アメリカの水泳連盟は、メンバー
シップ更新時に健康診断を受けさせるようにしている。
笠次：大会申し込み前の定期的な健康診断を推奨してい
きたい。
村山：木更津トライアスロン大会で、トライアスロンドク
ター採用の意見もある。
笠次：佐渡大会ではトライアスロンドクターが早い時期
から採用された。ただし、トライアスロンドクターがいれば
安全というわけではない。スイム時に溺水選手の救命を
行うのは、トライアスロンドクターには困難である。豊崎
大会では医師が待機していただけでなく、ちょうど選手と
して出場していた医師と救命救急士が現場を通りかかり、
ランスタートのそばだったのでAED到着も早かった。館
山大会ではスイムレスキューが迅速だった。そこから、対
応の早さが鍵であることが学べる。
篠田：館山では、レスキューボードで心肺蘇生法ができた。
レスキューボードやジェットスキーでは、選手の引き上げ
は容易だが、船は海面と差があるので引き上げが難しい。
レスキューは審判から権限を得て、危険と思われる選手を

リタイアさせられることが必要。「休憩しましょう」「ゴー
グルをはずしましょう」と言い、視線で状態を確認し、危険
であれば中止を推奨する。
クレスウェル：レスキューにレースをストップさせる権
限を与えておくことは重要だ。水の上で蘇生できるレス
キューボードも用意すべき。
川内：安全の啓発活動をするなか、注意書きを読んでい
ただけないことが増えてきている。今後どのように知らせ
ていくかが課題。死亡事故が起こったら、遺族と連絡を取
ること、首長を中心として対策にあたることが重要だ。
村山：注意書きを読まない人への対応が課題。選手の自覚
を促す役目があると思うので、理想をつくって提示したい。
篠田：ライフセービング協会として、選手を守る重圧を感
じる。マニュアルも必要だが、それに頼るだけの救命では
いけない。選手への啓発、現場での安全対策が重要。
笠次：大会の安全はみんなでつくるもの。現場の意見が
もっと聞きたい。選手の自覚とマナー面での安全行動も
重要だ。
クレスウェル：アメリカでは、レースディレクターを集め
て安全教育を行うが、全米で約40のミーティングがある。
アメリカと日本は、同様の問題を抱えているので、ともに学
んで、意見を交換していきたい。

　昨年は国内大会で6人の選手が不慮の事故に遭う
という、緊急事態と言える1年でした。これまでも安
全対策に取り組んできましたが、これを期に過去の国
内事例について再調査し、結果を上記のフォーラムで
報告したところです。
　招聘したローレンス・クレスウェル博士から米国の
提言「Shared Responsibility for Race Safety」を
紹介していただきましたが、われわれは今年、「選手・主
催者・競技団体が皆で安全な競技環境を創り上げる」
ことを目指し、さらなる教育と啓発活動を推進していき
ます。

メディカル委員会委員長　笠次良爾（奈良）

委員長コメント
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　フェニックス・シーガイア・リゾート
及び周辺エリア（宮崎県）が、文部科
学省・スポーツ庁から、オリンピック・
パラリンピックに向けたトライアスロ
ン競技のナショナルトレーニングセン
ター（NTC）競技別強化拠点施設に
指定された。今後、施設を活用して
トップ競技者の強化やトレーニング
をバックアップするほか、医・科学・情
報などのサポート環境を整える。指
定期間は2018年3月末まで。

1998年から活用

　JTUでは、2000年のシドニーオリ
ンピックに向かう最初の合宿を組ん
だ1998年から宮崎県を拠点にして
いる。2016年 1月にはパラトライ
アスロン強化合宿をトライアスロン
ナショナルチーム合宿と同時期に実
施。これらの活動が海外にも紹介さ
れ、アジア諸国からのキャンプ開催を
希望する声も増えている。

年間を通じ
実践練習が可能

　特に強調できることは、強化拠点
施設のフェニックス・シーガイア・リ
ゾートに隣接するサンビーチ一ツ葉
が、温暖な気候のため冬場でもオー

プンウオータースイムができること。
また有料道路を占有使用したバイク・
ラントレーニングなど、年間を通じて
レースを想定した実戦練習ができるト
ライアスロンの最適地となっている。

宮崎特産品を使った食事

　これらの合宿に参加した選手や
コーチ陣からの評価も高く、宮崎産
の食材を使ったアスリート向けの食
事の提供等、環境・食事両面での総
合的なサポートは心強い。地域の
歓迎ムードも選手のやる気をかき立
てる。

上田藍選手

　宮崎はとても
温暖な気候で、
サンビーチ一ツ
葉 で は 冬 で も
オープンウオー
タースイムの練
習ができます。
さまざまなアップダウンのあるバイク
コースを走り、特に法華嶽の上り坂
は第31回夏季オリンピック競技大
会が開催されるリオ・デ・ジャネイロ
のバイクコースとほぼ同じ傾斜で、
レースに向けて良いイメージトレー
ニングができます。
　ランニングは日ごろから不整地で、
階段などのアップダウンを含めたト
レーニングを行っているので、私の一
番のお気に入りスポットは平和台公
園です。宿泊先のフェニックス・シー
ガイア・リゾートでは、宮崎産の食材

を使ったアスリート食を提供してくだ
さり、身体を中からつくり上げること
ができます。
　宮崎は、私の大好きな合宿地の一
つに加わりました。

山本良介選手
（JTUアスリート委員長）

　宮崎には、ト
ライアスロンの
大会や、ゴルフ、
サーフィンをす
るために訪れた
ことはありました
が、トライアスロ
ンの合宿で訪れたのは初めてでした。
　スイムはプールでのトレーニング
に加えて、気候が温暖なため冬でも
海を使ったオープンウオーターでの
練習ができる、実践向けの練習環境。
バイク、ランはコースレパートリーが
豊富な上に、総合運動公園では自転
車競技場を利用したバンクトラック
練習や、陸上競技場を利用したトラッ
ク練習を行うことができます。
　食事も宮崎の特産品が豊富でとて
もおいしく栄養満点でした。何より
も宿泊施設の方たちの万全のサポー
トにより、充実した合宿を行うことが
できた宮崎合宿でした。

宮崎をナショナルトレーニングセンター（NTC）
競技別強化拠点施設に指定

（ペリエ・グリーンタワー・ブリヂストン・稲毛インター／千葉）

（京都府トライアスロン協会／京都）
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富川理充
パラリンピック対策
チームリーダー（神奈川）

　タンデムバイクの公道走行が解禁
されており、視覚障がいのある選手も
身体障がいのある選手とともに実走
練習が可能です。宿舎内にはプール
やジム、同敷地内にはランニング用の
舗装路も整備されており、スイム、バ
イク、ランの3種目の練習環境が集
約されていることもパラアスリートに
とっては好都合です。
　食事は充実したメニューはもちろ
んのこと、練習スケジュールによって
臨機応変に調整・対応していただけ
るので、合宿の開催地としてはうって
つけの環境です。

　第71回国民体育大会／2016希
望郷いわて国体からトライアスロン

が正式競技として開催される。トラ
イアスロン競技は10月2日（日）に釜
石市根浜海岸特設トライアスロン会
場で行われる。
　釜石市では昨年、リハーサル大会
として「第22回釜石はまゆりトライ
アスロン国際大会」で従来のエイジ
の部・リレーの部に加えて、国体を見
据えて「エリートの部」を新設し、スイ
ム1.5km・バイク26km・ラン10km
の縮小コースでレースが行われた。
アップダウンがあるテクニカルなバイ
クとフラットな高速コースのランの特
徴あるコースで、今年のレースにも期
待がかかる。
　国体のトライアスロン競技は来年
2017年愛媛大会でプレイベントが
検討されているが、2018年福井大
会では2回目の正式競技が行われる。

　公益社団法人日
本トライアスロン連
合（JTU）は特定非
営利活動法人日本ライフセービング
協会（JLA）と、全国の水辺の環境保
全、安全指導、監視・救助等を行うラ
イフセービング及びトライアスロン
競技等の健全な普及を促進するため
に、2016年 3月16日（水）、パート
ナーシップ協定を取り交わした。

［1］	大会・事業の
	 相互協力関係の促進	

　JTU及びJLAが関係する大会・事
業の相互協力体制を充実させるため
に、両団体のノウハウを交換し、JTU及

びJLAの全国組織の交流を促進する。

［2］	トライアスロン大会の
	 安全体制の構築	

　選手・関係者の水辺の安全促進の
ために、スイムの監視・救助の充実を
図り、水難事故を未然に防ぐための
知識・技術の普及により、自助・共助
力の向上に貢献する。

［3］	ライフセーバーの全国的普及	
　トライアスロン開催地でのライフ
セーバー養成講習会等の開催及び
各地域の組織間の連携とライフセー
ビングが未整備な地域の組織構築を
支援する。

［4］	国際的な競技環境の
	 整備と安全管理の向上

　第32回夏季オリンピック競技大
会／第16回夏季パラリンピック競
技大会（2020/東京）でのトライアス
ロン及びパラリンピックの実施に向け
た環境整備と 総合的な安全対策の
ために、両団体が歩調を合わせて取
り組む。

　ニュージーランドトライアスロン
連盟（2015年2月）及び、香港チャ
イナトライアスロン連盟（2015年
8月）と相互協力の覚書を締結。第
32回夏季オリンピック競技大会／
第16回夏季パラリンピック競技大会

（2020/東京）に向け、コーチング
等、ハイパフォーマンスプログラム（エ
リート強化プログラム）について相互
協力を行う。

日本ライフセービング
協会とパートナーシップ
協定の覚書を締結

いわて国体から
トライアスロンが
正式競技に

海外競技団体と
提携事業相互
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　2015年度には香港チャイナナ
ショナルチーム選手の日本開催の合
宿を受け入れたほか、ニュージーラン
ドでの個別強化合宿の合同開催など
を行った。今後、メキシコ、ブラジル、
イギリス、オーストラリアなど協力関
係の深い欧米諸国そしてアジア各国
との提携を進める。

　トライアスロンを楽しむ愛好者（ト
ライアスリート）向けの補償制度（ス
イム・バイク・ラン保険、スポーツ安
全保健）の提供を開始した。

　本制度は、JTUオフィシャルスポ
ンサーである三井住友海上火災保
険株式会社と提携して開発したもの
で、「JTU登録会員」が対象。日々の
トライアスロンに必要な3種目（スイ
ム：水泳、バイク：自転車、ラン：ラ
ンニング）のケガ・事故などを補償す
る本制度を通じて、トライアスリート
が安心・安全にトライアスロンに取り
組める環境整備を目指す。
　詳細は下記URLを参照。
http://www.jtu.or.jp/n e w s /
2016/160401-1.html

　JTU会員の方はスポーツクラブ
NAS（JTU会員特典）、コナミスポー

ツ&ライフ（法人会員契約）の特典が
利用できる。詳細は各案内を参照。

各種情報
　JTUホームページでは選手情報、競技規則などさまざまな情報がご覧いただけます。

エリート

JTU競技規則（要約）

パラトライアスロンロングディスタンス

デュアスロンジュニア

競技規則

選手プロフィール

コナミスポーツ&ライフ

スポーツクラブNAS

JTU会員特典から

トライアスリート
補償制度
「スイム・バイク・ラン
保険」受付開始
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公益社団法人日本トライアスロン連合（JTU）組織図（2016年度〜２０１７年度）

JTU加盟団体（全国11ブロック・47 都道府県・日本学生トライアスロン連合）

社員総会（4 7加盟団体）
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公益社団法人日本トライアスロン連合（JTU）組織図（2016年度〜２０１７年度）

JTU組織図（世界規模）

JTU加盟団体（全国11ブロック・47 都道府県・日本学生トライアスロン連合）

社員総会（4 7加盟団体）
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スポーツ協会（JPSA）
日本パラリンピック委員会（JPC）

公益財団法人
日本オリンピック委員会（JOC）

公益財団法人日本体育協会（JASA）

都道府県体育協会（47都道府県）

国際オリンピック委員会（IOC）アジアオリンピック評議会（OCA）
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（ASTC）

公益社団法人日本トライアスロン連合（JTU）

JTU加盟団体（47都道府県）
都道府県トライアスロン競技団体
日本学生トライアスロン連合（JUTU）

市区町村トライアスロン競技団体
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日本のトライアスロンの歴史
	1974年	（昭和49年）	 アメリカ・カリフォルニア州サンディエゴで、初のトライアスロン大会開催
	1981年		（昭和56年）	 鳥取県米子市で日本初の皆生トライアスロン大会が開催
	1985年	（昭和60年）	 沖縄県宮古島市でストロングマン、滋賀県でアイアンマンジャパンびわ湖、
	 	 	 熊本県天草市で日本初の51.5kmの天草国際トライアスロン大会が開催
1989年	（平成元年）	 国際トライアスロン連合（ITU）創立。フランス・アビニオンで第1回ITU世界選手権が開催
	1990年	（平成	2 	年）	 NTTトライアスロンサーキットスタート
1991年	（平成	3 	年）	 アジアトライアスロン同盟（ASTC）設立
	1994年	（平成	6	年）	 日本全国の組織・団体を統合した「日本トライアスロン連合（JTU）」が設立	 	 	
1998年		（平成10年）	 財団法人日本体育協会に加盟
	1999年	（平成11年）	 JTUが社団法人格取得。財団法人日本オリンピック委員会（JOC）に加盟
2000年	（平成12年）	 シドニー・オリンピックで正式競技に。日本選手女子は庭田清美14位、
	 	 	 平尾明子17位、男子は小原工21位、福井英郎36位、西内洋行46位
2004年	（平成16年）	 アテネ・オリンピック。日本選手女子は関根明子12位、庭田清美14位、
	 	 	 中西真知子20位、男子は田山寛豪13位、西内洋行32位
2006年	（平成18年）	 アジア競技大会カタール大会にトライアスロン初登場。
	 	 	 日本選手女子は上田藍2位、関根明子3位
	2007年	（平成19年）	 ITUワールドカップ・エイラート大会（イスラエル）で、
	 	 	 田山寛豪が日本選手ワールドカップ初優勝
2008年	（平成20年）	 北京オリンピック。日本選手女子は井出樹里5位、庭田清美9位、
	 	 	 上田藍17位、男子は山本良介30位、田山寛豪48位
	2009年	（平成21年）	 国民体育大会／トキめき新潟国体でトライアスロンが公開競技に
2010年		（平成22年）	 第1回ユースオリンピック・シンガポール大会で佐藤優香が金メダル獲得。
	 	 	 アジア競技大会広州大会で、日本選手女子は足立真梨子優勝、土橋茜子2位、
	 	 	 男子は細田雄一優勝、山本良介2位
2012年	（平成24年）	 ロンドン・オリンピック。日本選手女子は足立真梨子14位、井出樹里34位、
	 	 	 上田藍39位、男子は田山寛豪20位、細田雄一43位。
	 	 	 ITU世界トライアスロングランドファイナルオークランド大会で松本文佳がジュニア女子優勝
2013年		（平成25年）	 公益社団法人日本トライアスロン連合（JTU）に改組
2014年		（平成26年）	 ITU世界トライアスロン横浜大会で上田藍が2位。
	 	 	 ITUが25周年、JTUが20周年、トライアスロン生誕40周年を迎える。
	 	 	 アジア競技大会仁川大会で、日本選手女子は上田藍優勝、井出樹里2位、
	 	 	 男子は細田雄一優勝、田山寛豪2位、
	 	 	 男女混合リレーでも日本チーム（佐藤優香、田山、上田、細田）が優勝
	2015年	（平成27年）	 宮崎県シーガイア周辺が国のトライアスロン・ナショナル・トレーニングセンターに指定
	 	 	 （翌3月パラトライアスロンも認定）
	2016年	（平成28年）	 NTTがITU世界トライアスロンシリーズ（WTS）、ASTCトライアスロンアジアカップシリーズの
	 	 	 スポンサーになる。ITUワールドカップ宮崎大会開催。
	 	 	 第31回夏季オリンピック競技大会／第15回夏季パラリンピック競技大会（リオ・デ・ジャネイロ／2016）開催。
	 	 	 国民体育大会／希望郷いわて国体で、トライアスロンが初の正式競技に
	2018年	（平成30年）	 アジア競技大会インドネシア・ジャカルタ開催
	2020年	（平成32年）	 第32回夏季オリンピック競技大会／第16回夏季パラリンピック競技大会（東京／2020）開催
	 	 	 （トライアスロン／パラトライアスロン：お台場コース）
	2021年	（平成33年）	 ITU世界トライアスロングランドファイナル横浜大会開催検討。
	 	 	 関西ワールドマスターズゲームズ	開催

　トライアスロン（Triathlon）は、スイム（水泳）・バイク（自転車）・ラン（ランニング）を連続して行うスポーツで、ラテ
ン語の「3」を指すtriと、「競技」を指すathlonを合わせた造語。マルチスポーツとは、複数の種目の連続。
　競技距離はさまざま（総合距離12.875～226km）で、年齢層が広いことから「生涯スポーツ」として広がっている。
その他、基礎体力づくりや教育の一環としても活用される。

トランジション
種目間の転換は「トランジション（Transition）」と呼ばれ、いかに速く次
の競技に移るかが鍵。「第4の種目」といわれる。

トライアスロンの基本

54 2016 JTU Magazine  Vol.1



	1974年	（昭和49年）	 アメリカ・カリフォルニア州サンディエゴで、初のトライアスロン大会開催
	1981年		（昭和56年）	 鳥取県米子市で日本初の皆生トライアスロン大会が開催
	1985年	（昭和60年）	 沖縄県宮古島市でストロングマン、滋賀県でアイアンマンジャパンびわ湖、
	 	 	 熊本県天草市で日本初の51.5kmの天草国際トライアスロン大会が開催
1989年	（平成元年）	 国際トライアスロン連合（ITU）創立。フランス・アビニオンで第1回ITU世界選手権が開催
	1990年	（平成	2 	年）	 NTTトライアスロンサーキットスタート
1991年	（平成	3 	年）	 アジアトライアスロン同盟（ASTC）設立
	1994年	（平成	6	年）	 日本全国の組織・団体を統合した「日本トライアスロン連合（JTU）」が設立	 	 	
1998年		（平成10年）	 財団法人日本体育協会に加盟
	1999年	（平成11年）	 JTUが社団法人格取得。財団法人日本オリンピック委員会（JOC）に加盟
2000年	（平成12年）	 シドニー・オリンピックで正式競技に。日本選手女子は庭田清美14位、
	 	 	 平尾明子17位、男子は小原工21位、福井英郎36位、西内洋行46位
2004年	（平成16年）	 アテネ・オリンピック。日本選手女子は関根明子12位、庭田清美14位、
	 	 	 中西真知子20位、男子は田山寛豪13位、西内洋行32位
2006年	（平成18年）	 アジア競技大会カタール大会にトライアスロン初登場。
	 	 	 日本選手女子は上田藍2位、関根明子3位
	2007年	（平成19年）	 ITUワールドカップ・エイラート大会（イスラエル）で、
	 	 	 田山寛豪が日本選手ワールドカップ初優勝
2008年	（平成20年）	 北京オリンピック。日本選手女子は井出樹里5位、庭田清美9位、
	 	 	 上田藍17位、男子は山本良介30位、田山寛豪48位
	2009年	（平成21年）	 国民体育大会／トキめき新潟国体でトライアスロンが公開競技に
2010年		（平成22年）	 第1回ユースオリンピック・シンガポール大会で佐藤優香が金メダル獲得。
	 	 	 アジア競技大会広州大会で、日本選手女子は足立真梨子優勝、土橋茜子2位、
	 	 	 男子は細田雄一優勝、山本良介2位
2012年	（平成24年）	 ロンドン・オリンピック。日本選手女子は足立真梨子14位、井出樹里34位、
	 	 	 上田藍39位、男子は田山寛豪20位、細田雄一43位。
	 	 	 ITU世界トライアスロングランドファイナルオークランド大会で松本文佳がジュニア女子優勝
2013年		（平成25年）	 公益社団法人日本トライアスロン連合（JTU）に改組
2014年		（平成26年）	 ITU世界トライアスロン横浜大会で上田藍が2位。
	 	 	 ITUが25周年、JTUが20周年、トライアスロン生誕40周年を迎える。
	 	 	 アジア競技大会仁川大会で、日本選手女子は上田藍優勝、井出樹里2位、
	 	 	 男子は細田雄一優勝、田山寛豪2位、
	 	 	 男女混合リレーでも日本チーム（佐藤優香、田山、上田、細田）が優勝
	2015年	（平成27年）	 宮崎県シーガイア周辺が国のトライアスロン・ナショナル・トレーニングセンターに指定
	 	 	 （翌3月パラトライアスロンも認定）
	2016年	（平成28年）	 NTTがITU世界トライアスロンシリーズ（WTS）、ASTCトライアスロンアジアカップシリーズの
	 	 	 スポンサーになる。ITUワールドカップ宮崎大会開催。
	 	 	 第31回夏季オリンピック競技大会／第15回夏季パラリンピック競技大会（リオ・デ・ジャネイロ／2016）開催。
	 	 	 国民体育大会／希望郷いわて国体で、トライアスロンが初の正式競技に
	2018年	（平成30年）	 アジア競技大会インドネシア・ジャカルタ開催
	2020年	（平成32年）	 第32回夏季オリンピック競技大会／第16回夏季パラリンピック競技大会（東京／2020）開催
	 	 	 （トライアスロン／パラトライアスロン：お台場コース）
	2021年	（平成33年）	 ITU世界トライアスロングランドファイナル横浜大会開催検討。
	 	 	 関西ワールドマスターズゲームズ	開催

国内大会

スタンダードディスタンス“オリンピックディスタンス（通称）”

新しいトライアスロンの仲間

スタンダードディスタンス
（51.5km）とスプリントディ
スタンス（25.75km）で競わ
れる世界最高峰の大会。トッ
プアスリートによる「エリート
部門」と一般参加の「エイジグ
ループ部門」があり、2日以上
にわたって開催される。

アイアンマンディスタンス
1978年、アメリカ・ハワイの
オアフ島が発祥。スイム
3.8km・バイク180.2km・ラ
ン42kmで競う。ウルトラ・ロ
ングディスタンスとも称する。
ハーフアイアンマンもある。

Olympic
オリンピック

ITU世界トライアスロンシリーズ
ITU World Triathlon Series

ITU世界トライアスロンシリーズ
ITU World Triathlon Series

大陸別選手権および大会
（アジア選手権・アジアカップ・アジア大会・ユースオリンピック）
Continental Championships and Continental Cups

各国の選手権および大会
（日本選手権・ジャパンカップシリーズ・国体など）
National Championships and National Events

デュアスロン アクアスロン

ミックスリレー
男女各2名がチーム。スイム250～
300m・バイク5～8km・ラン1.5～
2kmのコースを4名が連続してリレ
ー。スピードある展開と競り合いが
特長。2014年アジア競技大会（仁
川）で採用決定。

クロストライアスロン
自然の野山で、スイム1km・
マウンテンバイク2 0 ～
25km・クロスカントリーラ
ン6～8kmで競う。2011
年、初めての世界選手権が行
われた。

パラトライアスロン
身体の機能障害をPT1～5
の五つに分け、カテゴリー別
にスプリントディスタンスで
競われる。2016年のリオ・
デ・ジャネイロからパラリン
ピック正式競技となる。

日本選手権

アジア選手権

世界選手権

日本選手権

アジア選手権

世界選手権

ロング
ディスタンス

アイアンマン
ディスタンス

スプリント
ディスタンス

スーパースプリント
ディスタンス

ウィンター
トライアスロン

インドア
トライアスロン

クロストライアスロン パラトライアスロンミックスリレー

トライアスロン

トライアスロンファミリー

ITU世界トライアスロン
シリーズ

ワールドカップ
World Cups
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